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議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

今回の表紙題字は、筑紫野南中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。
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■次回第209号は令和７年８月１日発行予定です。
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筑紫野南中学校美術部２年の生徒さん

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

　この題字は「春夏秋冬」をイメージ
して書いたものです。
　“ちくしの”は大人っぽいイメージ
だったのでリボンを付け加えて、少し
可愛い感じも出してみました。

～表紙題字の作者紹介～
私たちがデザインしました!!
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本会議

本会議

予算審査
常任委員会 

常任委員会 常任委員会 

※変更する場合があります。

令和７年６月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
・６月定例会の請願及び陳情の受付は５月29日（木曜日）正午までです。
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意見書を可決しました

田中允議員の辞職勧告を決議

再審法改正の促進を求める意見書

決議案を読み上げる原口政信議員
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ようこそ筑紫野市議会へ!

愛知県刈谷市議会　会派「市民クラブ」
・健康づくりに向けた取組について

1月20日

　罪を犯していない人が、誤った捜査・裁判によって自由を奪われる冤罪は、ひとりの人間の暮らしと人生、生命さ
え奪うものであり、絶対にあってはならない。冤罪被害者は速やかに救済されなければならない。
　しかし、現状では捜査機関の手元にある証拠を開示させる仕組みについて、現行法に明文化された規定がなく、再
審請求手続きにおいて証拠開示がなされる制度的保障はない。また、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不
服申立てを行い取り消される事例が相次いでおり、冤罪被害者の速やかな救済が妨げられている。袴田事件は平成26
年３月に再審開始が決定されたが、検察官が不服申立てをしたために、この決定が確定したのは令和５年３月であり、
約９年も経過した。
　法制審議会ではこれまで継続して議論がされており、刑事訴訟法等の一部改正法では、冤罪防止につながる取り調
べの可視化などが規定された。再審の規定（再審法）については、必要に応じ、速やかに、再審請求審における証拠
の開示、起訴状等における被害者の氏名の秘匿に係る措置、証人等の刑事手続外における保護に係る措置等について
検討を行うものとする。」とされている。昨年３月には超党派の国会議員による「えん罪被害者のための再審法改正
を早期に実現する議員連盟」が結成され、国において再審法改正についての議論が進められている。冤罪被害者の一
刻も早い救済のためには速やかな刑事訴訟法の改正が必要である。
　よって、筑紫野市議会は、国会及び政府に対して、冤罪被害者を早期に救済するために、再審法改正の促進を強く
要望する。

　田中允議員が複数の同僚議員にパワーハラスメントや
セクシャルハラスメントをしたとして、ハラスメント防
止条例に基づき、昨年11月に議長から注意を受けました。
その後の田中允議員の報道各社に対する発言は、注意内
容を否定しただけでなく、市議会の品位と名誉を著しく
傷つけたとして、３月26日の定例会最終日に、田中允議
員に対する議員辞職勧告決議案が議員発議で提出され、
田中議員を除く議員全員による賛成で可決されました。
　今後、市議会は市民に対する信頼回復に向けて、議員
研修などにより議員の意識改革に努めてまいります。



県の子ども医療費支給制度の対象
とならない子どもに、市単独で医
療費を助成します。中学生の通院
に係る自己負担額を撤廃し、通院・
入院ともに完全無料にします。

人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
拡大子ども医療費支給事業　１億２３４９万円

問

答

428億円
どう使うの？

令和７年度 一般会計予算

予算審査常任委員会

　令和7年度一般会計予算の総額は、対前年度比54億1500万円（14.5%）増の428億8600万円です。
この予算に対し、3月 13日から 18日にかけて各課集中審査を行いました。
　9 部門 30 課より、113 項目の詳細な説明を受け、施政方針に掲げられた７つの政策分野の推進に向
けた各事業の目的・必要性・内容など多様な観点から審査を行いました。

賛成多数

可決

（2025年度） 

事業内容
高校生までの無償化には至っていない点と、近隣市の独自で実施
している点をどのように受け止めているのか。　
県下60団体のうちで、高校生まで完全無償化を実施しているとこ
ろが10団体ある。重要なのは公費で負担する医療費実績も見てい
く必要があり、今後慎重に検討を進めていきたいと考えている。

委員会での質疑

体育館の構造や利用形態に応じ
た効率的かつ効果的な空調整備
手法を検討するための調査を行
います。モデル校として、原田
小学校・筑山中学校が対象です。

小中学校施設維持管理事業（体育館の空調整備調査委託）　７７５万円

問
答

事業内容
モデル校の整備までの計画、その他の小中学校の方向性も示していただきたい。
整備の手法として、体育館の大規模改修と並行して今後５か年以内に例えば４校ずつ
整備を行い歳出の平準化を図る方法と、大規模改修を予定している学校以外を優先し
て１年目は小学校、２年目は中学校と緊急性を優先した整備手法の２つが考えられる。
調査結果を基に具体的なスケジュール等は検討していきたいと考えている。

委員会での質疑

開館から約４０年
経過し、老朽化し
ている空調・照明・
音響設備等の更新
を行うものです。
令和６年度から令
和８年度までの３
年間で設備更新を
行います。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり

文化会館改修事業　１億６６２万円

問

答

事業内容
バリアフリー化に関して、エレベーターが構造的に難しければ簡
易的に昇降機などが造れないかという代表質問に対して、大規模
改修のときという答弁だったが、それはいつか。
バリアフリーは、今年度ホール棟の中、ホール棟の２階へ上がる階段、研
修棟の２階へ上がる階段の手すりの設置、オストメイト対応の多目的トイ
レ設置などを進めている状況である。エレベーター等の設置は、施設の大
規模改修等に合わせて検討している。現段階では、大規模改修の時期は決
まっていないが、障がいの有無にかかわらず、誰もが支障なく利用できる
施設にしていくことは当然のことながら進めていくべきと考えている。

委員会での質疑

児童生徒用１人１台のタブレット端末は、令和７年度で運
用開始から５年を迎え、故障端末の増加、バッテリーの耐
用年数及びOSのサポート終了時期が迫るなど、端末更新
の必要性が高まっています。国が提唱するGIGAスクール
構想（第二期）の実現のため、端末を計画的に更新し、個
別最適かつ協働的な学びの実現に資するものです。

小中学校ＩＣＴ環境整備事業　７億３６４５万円

問

答

事業内容
県共同調達の対象は。不要となった既存のタブレットの廃棄の
取り扱いは。
福岡市、北九州市は政令市であるため共同調達の参加から外れ
る。不要になったタブレットは、ネットに接続した使い方がで
きないという制約がある。市役所内や関係機関での有効活用を
検討しつつ、廃棄も適切に進めたいと思う。

委員会での質疑

筑紫野市文化会館

≪委員間討議≫
　委員間討議では、15人の委員から、４日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出さ
れ、活発な議論が行われました。
　１点目は、コミュニティ運営協議会の活動支援に関し、市はコミュニティ運営資金の充実、人材育
成への取組み強化などを図っていく必要があること。
　２点目は、二日市コミュニティセンターの建設に関し、今後、地元住民の意見を充分に取り入れな
がら、施設の設計業務を進める必要があること。また、同センターには子どもの居場所としての機能
を整備するとの方針が掲げられているものの、市議会としては、こども館の建設が実現すべき重要事
項と考えるため、コミュニティセンターとは別に検討を行い、実現に向けて執行部と協議していく必
要があること。
　３点目は、期日前投票所に関し、投票環境向上の観点から、増設を目指す必要があること。
　４点目は、小中学校体育館の空調整備に関し、整備手法の調査に着手することは評価するが、本件
は喫緊の課題であること、かつ教育環境の整備は行政の責務であること、また災害時に避難所として
も利用されることから、より早く全ての小中学校への空調整備の実現が必要であること。
　５点目は、待機児童の問題に関し、隠れ待機児童の数も含め実態調査を進め、待機児童の解消に向
け特段の努力が必要であること。
　以上５点を重要課題として共通認識とすることを確認しました。なお、第七次総合計画を実現する
ために、執行部に対し、議会と十分な情報共有・意思疎通を図ることに努めることを求め、そのうえ
で議会は二元代表制の一翼として市の発展に尽力していくことを確認しました。

歳出

民生費
208億9277万円

48.7%総務費
48億4920万
6千円
11.3% 教育費

64億5621万9千円
15.1%

衛生費
34億8193万
7千円
8.1%

公債費
21億9948万
9千円
5.1%

土木費
21億595万
7千円
4.9%

その他
29億42万
2千円
6.8%

歳出合計
428億8600万円

歳入

使用料及び手数料
5億6354万7千円

1.3%

繰入金・繰越金
11億1213万
1千円
2.6%

市税
153億2217万3千円

35.7%
自主財源
193億
4306万6千円
45.1%

依存財源
235億

4293万4千円
54.9%

諸収入など
23億4521万5千円

5.5%

地方交付税
50億6382万円
11.8%

市債
8億6940万円
2.0%

国県支出金
143億8937万
2千円
33.6%

地方譲与税、
各種交付金など
32億2034万
2千円
7.5%

「豊かな心と絆を育むスポーツの振興」を基本理念に、
今後のスポーツ施策を展開するための計画です。
 【令和7年度新規事業】
〇農業者トレーニングセンターに簡易型空調設備を設置
〇障がい者スポーツの推進
〇中学校部活動の地域移行の推進など

スポーツ推進計画に基づく取組

事業内容
今年度新たに策定するスポーツ施設整備基本構想の策定
スケジュールは。
４月早々に着手していく。この基本構想を策定していく中で、総合体育
館の必要性も含め施設の場所の問題など、様々課題が出てくることが予
想される。現時点では、具体的なスケジュールを示すことはできないが、
お示しできる段階になれば報告させていただきたいと思っている。

委員会での質疑
問

答
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物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、市

商工会が発行する地域活性化商品券のプレミアム率を引

き続き20％にすることで、家計の負担軽減や地域経済

の活性化を図ります。

販売額　３億円

　　地域活性化商品券：１億円

　　キャッシュレス商品券：２億円

１万２千円分を１万円で販売

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
地域活性化商品券補助事業　３０００万円

事業内容
筑紫・筑紫南地域の方は、個人のお店が少なく非常に使

いづらかった。数年前はゆめ畑も使えたと思うが、使え

る事業所を増やす努力の考えは。 

大規模店ではなく、使えるお店を増やしてほしいという

御意見をよく聞いており、商工会も共通認識をされてい

る。商工会と協力しながら、使えるお店が増やせるよう

な取組を検討していきたい。

委員会での質疑

疾病の発生及び蔓延を予防するため、高齢者肺

炎球菌・高齢者インフルエンザ・新型コロナウ

イルス感染症・高齢者帯状疱疹・風しん任意予

防接種・帯状疱疹任意予防接種を助成するもの

です。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
予防接種事業　２億７０７７万円

問

答

事業内容
帯状疱疹予防接種に関し、どのくらいの人数を見込んで予算を計

上しているのか。

定期接種は、65歳以上人口のうち約15％が接種すると見込んで

おり、約4,300人になる。助成事業は、50歳から64歳のうち、

約５％が接種すると見込んでおり、約1,050人になる。

委員会での質疑

老朽化している総合公園大型遊具「天拝の船」な
どの遊具更新を行うものです。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
総合公園遊具等更新事業　１億６１５５万円

事業内容
工事期間、閉鎖とあるが、これは公園全体を閉鎖するのか。
閉鎖の具体的な期間は。
工事ヤードだけを閉鎖する。期間は、閑散期を予定してお
り、11月から３月の中旬までを予定している。

委員会での質疑
問

答

市民の生活交通空白地域の解消、
生活交通の確保を行うものです。
〇コミュニティバス
〇御笠自治会バス
〇ＡＩデマンド交通等

コミュニティバス等運行事業　１億３２４０万円

事業内容
いつ路線廃止になるかわからない状況の中で、バスの運行業者とどういう話
合いが行われているのか。
上西山線、筑紫野線も、西鉄としては令和６年度末をもって廃止をしたいと
いう申出を受けていたが、市民の交通利便性のことを考え、市として存続を
申し入れ、その方向で今協議が進んでいるという状況である。引き続き、交
通事業者と協議をしていきたいと考えている。　

委員会での質疑
問

答

コミュニティ運営協議会が、地域に
おける問題や課題を主体的に解決す
るための活動を安定して行えるよう
支援を行うものです。

政策実現のための市民目線の行財政運営
コミュニティ運営協議会補助事業　５１７６万円

事業内容
決算の際に、議会から交付金の予算を増やすべきだと話していたが、均等
割、行政区割、世帯割の単価を見直すという議論はされていないのか。
令和７年度中に各コミュニティ運営協議会と十分に協議をさせていただ
き、この交付金の算定をどのようにしていくのか、議論をさせていただき
たいと考えている。

委員会での質疑
問

答

老朽化した二日市コミュニティセンター
を建て替えることで、市民主体のまちづ
くりの活動拠点である地域コミュニティ
活動施設の利用促進を図るものです。
建設地は二日市西１丁目753番１、敷地
面積は4,812.46㎡、用途地域は商業地
域、建ぺい率80％、容積率500％、高さ
制限はなしです。

コミュニティセンター建設事業　４６１３万円

事業内容
建設地は立派な土地の商業地域で、20階建のマンションが建てられる
ような用地である。議会としては、広大な土地を有効に使えるような
案が出ないのかと思う。容積率が大きいため、こども館も造れるよう
再検討してほしい。
　　コミュニティセンターの規模は、これまで６つのコミュニティセ
ンターを建設してきており、それに見合った施設という考え方で予算
規模も考えながら、設計の予算を上げている。地域の方々がどう利用
するのかという前提で計画を進めていきたいと考えている。

委員会での質疑
問

ふるさと応援寄附金の納付を
促進することで、寄附金によ
る自主財源の確保を図るとと
もに、謝礼品を発送すること
による市内事業者の活性化を
図るものです。

ふるさと応援寄附金納付促進事業　４億３６８１万円

事業内容
動物愛護の事業に対する寄附があると思うが、その仕組みを教えていただきたい。
犬の保護活動に取り組んでおられるＮＰＯ法人が市内にあり、そのＮＰＯ法人を
応援するようなふるさと納税のメニューを設けたところ、令和６年度1,000万円
を超える寄附をいただくことができた。その団体には３割が活動費として渡って
いる状況である。市内に猫の保護活動などを行っている団体もあるため、団体と
協力をし、令和７年度は拡充をするために現在準備を進めている。

委員会での質疑
問
答

森林環境譲与税は、市町村による森林整備の財源

として、市町村と都道府県に対して私有林人工林

面積、林業就業者数及び人口による客観的な基準

で按分して譲与されています。間伐等の「森林の

整備に関する施策」と、人材育成・担い手の確保、

木材利用の促進や普及啓発等「森林の整備促進に

関する施策」に充てることとされています。

自然をまもり未来を育むまちづくり
森林環境譲与税活用事業　２７７５万円

事業内容
庁用器具購入費予算は200万円だが、どんなところに使われる

のか。継続的に市内の木材を使っていけるような事業になり得

るのか。　

譲与税を活用して、要望があったカミーリヤと生涯学習センタ

ーを優先し、テーブルや椅子を更新したい。市内から出る木を

利用し備品や小物を作りたい。現在、他自治体からオーダーメ

ードで家具や遊具などを受注されている大川市と相談しながら

事業を進めていく。

委員会での質疑
問

答

副市長

問

答
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

子どものための
教育・保育給付事業
（保育）

農村地域防災減災事業

予防接種事業

５億７７５万円

６億８５６３万円

６６２８万円

３１２６万円

１億５４２万円

△１億２４００万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

減債基金（将来の起債償還に充て
るため）

公共施設等整備基金（将来的な公
共施設等の整備に備えるため）

創生振興基金（令和6年度ふるさ
と応援寄附金積立のため）

公定価格の増に伴い、私立保育所
運営委託料を増額

ため池の耐震診断を行うもの

新型コロナウイルス感染症予防接
種に係る委託料の減額

財源名 予算額

普通交付税

農村地域防災減災事業
補助金

新型コロナワクチン
接種事業費補助金

臨時財政対策債

１億５４２万円

△１億４５１万円

△８１１７万円

４億２６４４万円

主な歳入補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

財源名 予算額

都市計画費国庫
補助金

創生振興基金繰入金

公共施設等整備基金
繰入金

２８８７万円

△３４２５万円

△３４６４万円

主な歳入補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

年齢等

小学生

中学生

区　分

通　院

通　院

入　院

入　院

R7年9月末まで

自己負担なし

1,200円/月

自己負担なし

R7年10月～

自己負担なし

自己負担なし

事業名 事業概要 予算額

道路整備事業

生涯学習センター
改修事業 △７１３０万円

△２９７万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

狭隘な道路の改良や安全対策工事
を行い、利用者の利便性向上及び
安全の確保を図る。日本遺産「古
代日本の『西の都』」が候補地域
に移行したことにより、事業計画
の見直しを行う。

生涯学習センターのエレベーター
更新を行う。更新計画に遅延が生
じたため、債務負担行為を設定し
令和8年度に支出を行う。

た
め
池
の
耐
震
診
断

　  

な
ど
に
係
る
補
正

子
ど
も
医
療
費
の

中
学
生
ま
で
完
全
無
償
化 

天
拝
山
展
望
台
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
等
に
係
る
補
正天拝山展望台（現状）

執
行
部
か
ら
の
説
明

委
員
会
で
の
意
見

予算審査常任委員会

概
要

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計

の
予
算
を
６
１
１
１
万
９

千
円
減
額
し
、
総
額
４
２

７
億
８
３
２
４
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
の
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

〇
共
同
調
理
場
施
設
維
持

管
理
事
業

問
　
空
調
設
備
設
置
工
事

は
い
つ
行
う
の
か
。

答
　
夏
休
み
の
長
期
休
暇

中
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

〇
生
活
保
護
事
業

問
　
補
正
減
し
た
理
由
は

何
か
。

答
　
受
給
世
帯
の
増
加
を

見
込
ん
で
予
算
編
成
を
行

っ
た
が
、
新
規
受
給
を
開

始
し
た
被
保
護
世
帯
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
不
用
額
が
生
じ
た

た
め
で
あ
る
。

　
米
を
中
心
と
し
た
給
食

物
資
の
価
格
が
高
騰
す
る

な
か
、
給
食
の
質
を
維
持

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
令
和
７
年

度
一
般
会
計
の
予
算
に
５

５
９
９
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
４
２
９
億
１
９
６

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
本
補
正
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
は
給
食
費
に
係

る
保
護
者
負
担
分
を
据
え

置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計

の
予
算
に
４
０
０
２
万
７

千
円
を
減
額
し
、
総
額
４

２
８
億
４
５
９
７
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
「
道
路

整
備
事
業
」
、
「
天
拝
公

園
周
辺
整
備
事
業
」
及
び

「
天
拝
山
展
望
台
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業
」
に
お
い
て
、

日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

『
西
の
都
』
」
が
候
補
地

域
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴

い
事
業
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
る
歳
出

予
算
の
減
額
や
財
源
の
組

み
換
え
、
及
び
「
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
」

に
お
い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

更
新
計
画
に
遅
延
が
生
じ

た
こ
と
に
伴
い
債
務
負
担

行
為
の
設
定
を
行
う
も
の

で
す
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
の
主

な
増
減
内
容
は
表
の
と
お

り
で
す
。

〇
天
拝
山
展
望
台
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業

　
市
の
観
光
資
源
の
魅
力

を
高
め
、
登
山
客
・
観
光

客
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

天
拝
山
展
望
台
に
木
目
調

タ
イ
ル
や
ル
ー
バ
ー
を
施

す
な
ど
、
歴
史
と
自
然
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
も
の
へ

と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

ま
た
、
眺
望
を
良
く
す
る

た
め
に
、
生
い
茂
っ
た
樹

木
を
伐
採
等
す
る
も
の
。

議案

学
校
給
食
物
価
高
騰

対
策
に
係
る

補
正

議案

議案

可
決

可
決

可
決
条
件
付

可
決

　
本
事
業
は
国
庫
補
助
金

を
活
用
し
、
工
事
を
行
う

予
定
と
し
て
い
た
が
、
当

該
日
本
遺
産
の
候
補
地
域

へ
の
移
行
に
よ
り
補
助
金

が
不
交
付
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
第
七
次
筑
紫

野
市
総
合
計
画
の
推
進
、

市
の
観
光
資
源
の
活
性
化
、

既
存
施
設
の
改
修
の
た
め
、

基
金
を
活
用
し
て
計
画
通

り
事
業
を
実
施
し
た
い
。

　
商
工
観
光
振
興
計
画
は

平
成
10
年
に
策
定
さ
れ
て

か
ら
改
訂
さ
れ
て
お
ら
ず
、

市
全
体
の
観
光
資
源
の
活

性
化
に
向
け
た
取
組
を
見

直
す
時
期
に
き
て
い
る
。

天
拝
山
展
望
台
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
、
急
を
要
す
る
事

業
で
は
な
い
た
め
、
新
た

な
計
画
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
の
ち
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

付
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た

　
天
拝
山
展
望
台
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
、
補
助
金
が

不
交
付
と
な
っ
た
こ
と
を

契
機
に
、
日
本
遺
産
「
古

代
日
本
の
『
西
の
都
』
」

の
再
認
定
と
あ
わ
せ
て
、

市
全
域
に
わ
た
る
観
光
資

源
の
活
性
化
に
む
け
た
、

今
後
の
取
組
の
方
向
性
を

整
理
し
た
う
え
で
検
討
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
る
、
天

拝
山
展
望
台
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
の
工
事
請
負
費
は
、

維
持
補
修
に
係
る
経
費
を

除
き
、
当
該
日
本
遺
産
の

再
認
定
に
向
け
た
観
光
資

源
の
活
性
化
へ
の
方
向
性

が
整
理
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

予
算
の
凍
結
を
求
め
る
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
中
学
生
以
上
は
本
年
10

月
か
ら
通
院
時
に
医
療
機

関
ご
と
に
支
払
う
月
額
１
，

２
０
０
円
を
撤
廃
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
中
学
生
の

当
該
医
療
費
は
、
通
院
・

入
院
と
も
に
完
全
無
償
化

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
表

の
通
り
、
小
学
生
は
既
に

無
償
化
さ
れ
て
い
る
た
め

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
10
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
４
月

か
ら
実
施
で
き
な
か
っ
た

背
景
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
拡
充
は
10
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
子

ど
も
医
療
証
の
更
新
時
期

で
あ
る
こ
と
や
、
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤

師
会
等
、
関
係
機
関
へ
の

周
知
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
た
め
10
月
と
な
っ
た
。

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
災
害
発
生
時
に
備
え
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

避
難
者
向
け
の
備
蓄
品
に

つ
い
て
、
各
避
難
所
の
配

備
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
ア
ル
フ
ァ
米
、
副

食
、
菓
子
類
、
乳
児
用
ミ

ル
ク
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
表
示
対
象
品
目
28
品
目

を
含
ま
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
品
を
配
備
し
て
い

ま
す
。

問
　
本
庁
、
一
次
避
難
所

（
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）
、
福
祉
避
難
所
（
カ

ミ
ー
リ
ヤ
）
に
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
品
が
配
備

さ
れ
て
い
る
が
、
二
次
避

難
所
（
各
小
学
校
）
は
、

一
部
の
小
学
校
に
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
品
が
配
備
さ

れ
て
い
な
い
。
い
つ
配
備

さ
れ
る
の
か
。

答
　
令
和
６
年
度
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
で
な
い
食

品
を
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

品
と
入
れ
替
え
る
予
定
と

し
て
い
る
。

問
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

品
の
配
備
割
合
の
基
準
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
基
準
は
定

め
て
い
な
い
が
、
食
品
の

入
替
の
都
度
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
品
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
で
、
割
合
を
引

き
上
げ
て
い
く
。

　
筑
紫
地
区
５
市
の
期
日

前
投
票
所
の
状
況

・
本
市
と
那
珂
川
市
は
市

役
所
の
み

・
春
日
市
は
市
役
所
と
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の

２
か
所

・
大
野
城
市
は
市
役
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

４
か
所
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
合
計
６
か
所

※

太
宰
府
市
は
３
月
の
県

知
事
選
か
ら
、
と
び
う
め

ア
リ
ー
ナ
追
加
で
計
２
か

所問
　
期
日
前
投
票
所
増
設

等
の
議
論
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
中
で
な
か
っ
た

の
か
。

答
　
各
選
挙
終
了
後
、
投

票
環
境
と
い
う
面
で
投
票

率
含
め
、
期
日
前
投
票
所

の
増
設
等
の
議
論
は
し
て

い
る
。

問
　
５
市
で
比
較
す
る
と

面
積
は
本
市
が
一
番
広
く

人
口
は
春
日
・
大
野
城
市

と
同
等
と
考
え
る
と
、
１

か
所
は
や
は
り
お
か
し

い
。
職
員
数
な
ど
人
手
が

足
り
な
い
の
か
。

答
　
近
隣
市
で
も
苦
慮
し

て
い
る
の
は
人
員
確
保
。

投
票
率
は
、
本
市
は
決
し

て
低
く
は
な
く
県
内
で
も

上
位
に
あ
る
の
で
、
期
日

前
投
票
所
の
増
設
を
手
立

て
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

と
考
え
て
い
る
。

問
　
あ
る
自
治
体
は
高
校

生
を
立
会
人
と
し
て
い

る
。
移
動
支
援
は
、
市
役

所
に
行
く
の
が
不
便
な
地

域
に
市
所
有
の
バ
ス
を
活

用
す
る
等
、
困
っ
て
い
る

人
に
寄
り
添
っ
た
策
が
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
様
々
な
地
域
性
が
あ

る
の
で
、
色
々
な
場
合
を

想
定
し
て
可
能
な
こ
と
は

何
か
、
本
委
員
会
の
ご
意

見
も
参
考
に
議
論
し
て
い

き
た
い
。

議案

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
避
難
者

　
　
　
　向
け
の
備
蓄
品
確
認

調査

投
票
環
境
の
向
上
を

調査

　付
帯
決
議
と
は
？

議
会
ま
た
は
委
員
会
に

お
け
る
審
議
の
対
象
で

あ
る
案
件
の
議
決
に
当

た
っ
て
、
そ
の
案
件
に

つ
い
て
付
随
的
に
付
け

ら
れ
る
意
見
又
は
要
望

の
決
議
の
こ
と
で
す
。

答 答問 問

答 問

答 問答 問

答 問

答 答問

問
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委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
歳
入
歳
出
合
計
は
79
億

２
９
２
７
万
２
千
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

３
億
６
６
９
９
万
２
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
数
、

要
介
護
認
定
者
数
、
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
数
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
件
数
、
全
て
令
和

元
年
度
以
降
、
上
昇
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
度
の
推
計
も
、

全
て
の
人
数
が
前
年
度
よ

り
増
加
す
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問
　令
和
7
年
度
に
お
け

る
高
齢
化
率
の
推
計
は
。

答
　
27
・
６
％
に
な
る
と

推
計
し
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と

あ
わ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
自
治
会
が
実
施
す
る

地
域
の
支
え
あ
い
に
よ
る

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
自
立

し
た
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
が
主
体
的

に
取
り
組
む
場
合
に
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
サ
ロ
ン
な
ど
の
介
護
予

防
の
取
組
に
加
え
、
日
常

的
な
買
物
、
日
々

の
暮
ら
し
の
困
り

ご
と
の
手
助
け
や

軽
作
業
等
の
生
活

支
援
を
行
う
自
治

会
に
対
し
て
経
費

の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
前
述
の
取

組
を
行
う
自
治
会

に
対
し
、
立
ち
上

げ
や
安
定
し
て
継

続
で
き
る
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
予
算
は
、
９
２

０
万
円
。
対
象
の

想
定
数
は
生
活
支

援
の
み
11
団
体
、
生
活

支
援
＋
介
護
予
防
10
団

体
。

◯
生
活
支
援

ゴ
ミ
出
し
、
掃
除
、
洗
濯
、

布
団
干
し
、
買
い
物
代
行
、

買
い
物
施
設
へ
の
移
動
支

援
、
調
理
、
裁
縫
、
電
球

な
ど
の
交
換
、
Ｐ
Ｃ
等
の

電
気
機
器
の
操
作
補
助
、

庭
の
手
入
れ
な
ど
。

◯
介
護
予
防

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
操
、

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
合
唱
、

会
食
な
ど
。

可
決

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
る
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
事
業
に
お
い
て
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
国

が
定
め
る
定
期
接
種
の
対

象
者
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
人
向
け
に
市
独
自

の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　
65
歳
以
上
は
全
年
齢
を

対
象
と
す
る
よ
う
拡
大
し
、

50
歳
以
降
に
帯
状
疱
疹
の

罹
患
率
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、
希
望
さ
れ
る
人
が

よ
り
早
く
接
種
で
き
る
よ

う
、
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
に
満
た
な
い
50
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
人
に
、
市
独

自
の
接
種
費
用
助
成
も
行

い
ま
す
。

問
　生
ワ
ク
チ
ン
と
組
換

え
ワ
ク
チ
ン
は
、
人
に
よ

っ
て
効
果
に
違
い
が
あ
る

の
か
。

答
　
予
防
効
果
に
若
干
違

い
が
あ
り
、
例
え
ば
生
ワ

ク
チ
ン
は
接
種
後
１
年
時

点
の
予
防
効
果
が
６
割
程

度
で
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

は
９
割
程
度
。
生
ワ
ク
チ

ン
は
、
病
気
や
治
療
に
よ

り
免
疫
が
低
下
し
て
い
る

人
は
接
種
で
き
な
い
。

建設環境常任委員会

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

天拝の船

　
埼
玉
県
で
の
下
水
道
管

破
損
に
伴
う
道
路
陥
没
事

故
を
受
け
て
職
員
が
緊
急

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
場
所
の
選
定
は
、
比
較

的
古
い
管
で
あ
り
、
腐
食

の
起
こ
り
や
す
い
ヒ
ュ
ー

ム
管
の
箇
所
に
つ
い
て
、

光
が
丘
サ
ニ
ー
付
近
の
箇

所
な
ど
、
緊
急
点
検
と
し

て
カ
メ
ラ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
目
視
に
よ
る
緊

急
点
検
と
し
て
、
筑
紫
野

市
内
の
流
域
下
水
道
全
線

の
舗
装
表
面
に
異
常
が
な

い
か
点
検
を
行
い
、
安
全

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

概
要

　
森
林
整
備
計
画
は
、
地

域
森
林
計
画
の
対
象
と
な

る
民
有
林
が
所
在
す
る
市

町
村
が
５
年
ご
と
に
作
成

す
る
10
年
を
一
期
と
す
る

計
画
で
あ
り
、
市
町
村
が

森
林
関
連
施
策
の
方
向

や
、
森
林
所
有
者
等
が
行

う
伐
採
、
造
林
の
模
範
等

を
定
め
る
も
の
で
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
森
林

づ
く
り
の
構
想
で
あ
る
。

計
画
期
間
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
〜
令
和
17
年
３

月
31
日
。

●
市
町
村
森
林
整
備
計
画

の
主
な
計
画
事
項

①
森
林
の
整
備
に
関
す
る

事
項

②
森
林
の
保
護
に
関
す
る

事
項

③
森
林
の
保
健
機
能
の
増

進
に
関
す
る
事
項
　
な
ど

●
改
定
の
内
容

①
福
岡
県
の
地
域
森
林
計

画
変
更
に
伴
う
、
森
林
面

積
・
資
源
量
等
の
更
新

②
計
画
期
間
内
に
間
伐
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
森
林
の
所
在

③
花
粉
発
生
源
対
策
の
加

速④
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
等

に
よ
る
効
率
的
な
森
林
施

業
、
管
理
経
営

⑤
若
齢
級
の
初
間
伐
の
列

状
間
伐

⑥
森
林
の
土
地
の
保
全
に

関
す
る
事
項(

特
定
盛
土

規
制
法
等)

問
　皆
さ
ん
に
市
民
の
名

前
を
つ
け
た
木
を
一
本
ず

つ
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

市
民
全
体
で
森
を
守
る
と

い
う
運
動
に
な
る
の
で
、

寄
付
し
て
頂
い
た
土
地
を

市
の
も
の
と
し
て
守
っ
て

い
く
な
ど
、
そ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
検
討
し
て
頂
け

た
ら
と
思
う
が
。

答
　
本
市
に
限
ら
ず
、
森

林
所
有
者
の
方
が
な
か
な

か
管
理
で
き
て
な
い
の
は

ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
寄
付
し
た
い
と

い
う
方
も
い
る
の
で
、
今

後
ど
う
し
て
い
く
か
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

１
．
更
新
の
経
緯

①
修
繕
の
課
題

・
現
在
の
安
全
基
準
に
適

合
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

・
天
拝
の
船
に
新
た
に
遊

具
の
設
置
、
も
と
も
と
あ

っ
た
遊
具
の
再
設
置
、
対

象
年
齢
を
下
げ
る
た
め
の

ス
ロ
ー
プ
等
の
改
修
が
困

難
な
ど

②
耐
用
年
数

完
成
し
て
約
25
年
が
経
過

し
て
お
り
、
耐
用
年
数
15

年
を
約
10
年
超
過

③
更
新
費
用
の
財
源

・
本
年
度
、
公
園
施
設
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
国
庫
補
助
の
対
象

・
修
繕
費
用
は
補
助
対
象

外
の
た
め
、
更
新
の
方
が

一
般
財
源
の
縮
減
が
で
き

る
見
込
み

２
．
基
本
方
針

・
現
在
の
天
拝
の
船
を
引

き
継
ぎ
、
天
拝
湖
を
一
望

で
き
る
総
合
公
園
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
船
型
の
遊
具

・
市
民
の
誰
も
が
年
齢
や

特
性
に
応
じ
て
楽
し
み
方

を
見
つ
け
ら
れ
る
工
夫
を

凝
ら
し
た
も
の

・
子
ど
も
の
成
長
を
促
す

よ
う
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
性

の
高
さ

・
安
全
基
準
に
適
合
し
、

落
下
や
そ
の
他
構
造
上
の

危
険
等
が
な
い

・
劣
化
し
に
く
い
部
材
を

使
用
し
、
点
検
・
修
繕
が

し
や
す
い

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
反

映
さ
れ
た
夢
の
あ
る
も
の

３
．
事
業
の
進
め
方

　
上
記
の
基
本
方
針
を
踏

ま
え
て
最
も
優
れ
た
企
画

提
案
を
し
た
業
者
と
契
約

す
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
を
採
用

４
．
予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
４
月
〜
７
月
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
公
募
、
審
査
期
間

・
７
月
末
契
約

・
８
月
〜
３
月
設
計
・
工

事
期
間(

閉
鎖
は
閑
散
期

予
定) 

・
３
月
末
竣
工

※

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更

の
可
能
性
あ
り
。

歳 入
79億2927万
2千円

歳 出
79億2927万
2千円

分担金及び負担金 766万2千円
使用料及び手数料 41万円
繰越金 1千円
諸収入 1069万6千円

基金積立金 4万6千円
諸支出金 271万3千円
予備費 300万円

介護保険料
18億7410万
5千円
23.6％

支払基金交付金
20億2461万
6千円
25.5％

保険給付費
71億1886万
2千円
89.8％

地域支援事業費
5億7840万
4千円
7.3％

総務費
2億2624万
7千円
2.9％

国庫支出金
15億4762万
2千円
19.5％

県支出金
11億1579万
8千円
14.1％

繰入金
13億4836万
2千円
17.0％

【定期接種】

（1）対象者

（2）自己負担額
　 （見込）

（3）助成方法

（4）接種場所

・65歳以上の人
・60～64歳のヒト免疫不全ウイルスによる
 免疫機能障がいを有する人

いずれか１種類を１度のみ
生ワクチン（阪大微研）　　  4,900円×1回
組換えワクチン（GSK社）　10,000円×2回
接種前に申請
(市へ申請後、医療機関で自己負担金を支払)

市が指定する予防接種実施医療機関

【助成事業】

（1）対象者

（2）助成額
　 （見込）

（3）助成方法

（4）接種場所

50～64歳までの人

いずれか１種類を１度のみ
生ワクチン（阪大微研）　　  4,000円×1回
組換えワクチン（GSK社）　10,000円×2回
接種後に申請
(接種費用全額を支払後、市へ申請)

予防接種実施医療機関

介
護
保
険
事
業 

　
　
特
別
会
計
予
算

議案

住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予
防
・

 

　  

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業 

報告

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
市
独
自
の
助
成

報告

下
水
道
管
の
老
朽
化
点
検

調査

森
林
整
備
計
画
が

　
　
　
　
　
改
訂
さ
れ
ま
す
！

調査

続
・
総
合
公
園
の 

　
　
　

   

「
天
拝
の
船
」
の
更
新
は
？

報告

答 問

答 問

答 問
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本
年
は
団
塊
の
世

代
の
全
て
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
原
材
料
価
格
な
ど
物

価
の
高
騰
が
未
だ
に
続
い

て
お
り
、
食
品
を
含
む
生

活
必
需
品
の
値
上
げ
な
ど
、

地
場
の
企
業
や
市
民
の
皆

様
か
ら
も
大
変
厳
し
い
状

況
だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
住
み
た
い
ま
ち
日
本

一
へ
向
か
っ
て
の
具
体
的

な
方
針
と
具
体
策
は
。

住
み
た
い
ま
ち
日

本
一
と
い
う
大
い
な
る
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
市

政
に
反
映
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
本
市
の
施
策
や

実
情
に
即
し
た
国
・
県
の

支
援
策
、
財
政
措
置
を
、

時
機
を
逃
さ
ず
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
社
会
情
勢
を
的

確
に
見
極
め
つ
つ
、
国
・

県
と
も
密
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
、
市
民
の
期
待
に

応
え
る
施
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
議
会
で
は
「
こ

ど
も
館
の
設
置
」
を
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
実
現
の
た
め
、
こ
ど

も
館
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

全
市
民
が
利
用
で

き
る
こ
ど
も
館
の
設
置

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
と

す
る
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

待
機
児
童
問
題
は

未
だ
解
消
で
き
て
い
な
い

状
況
だ
が
、
令
和
６
年
度

の
待
機
児
童
及
び
入
所
保

留
児
童
の
人
数
は
何
人
な

の
か
。
ま
た
、
新
た
に
定

員
１
５
０
人
規
模
の
認
可

保
育
所
が
新
設
さ
れ
る
が
、

こ
れ
で
解
消
で
き
る
見
込

み
な
の
か
。

待
機
児
童
数
は
毎

年
４
月
１
日
時
点
で
算
出

し
て
お
り
、
昨
年
は
16
人

で
あ
っ
た
。
入
所
保
留
児

童
数
は
本
年
２
月
時
点
で

約
４
０
０
人
と
把
握
し
て

い
る
。
認
可
保
育
所
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
が
で
き

る
限
り
速
や
か
に
入
所
で

き
る
よ
う
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
の
取
組
を
進
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
新
た
な
保
育
所

の
開
園
は
、
待
機
児
童
及

び
入
所
保
留
児
童
の
解
消

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考

え
る
が
、
今
後
の
人
口
動

態
や
保
育
ニ
ー
ズ
を
注
視

し
、
既
存
の
施
設
の
状
況

を
踏
ま
え
、
量
の
確
保
を

考
え
て
い
く
。

近
隣
自
治
体
間
で

格
差
を
生
じ
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
給
食
費
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無

償
化
や
、
お
む
つ
や
ミ
ル

ク
の
支
給
事
業
な
ど
新
た

に
独
自
支
援
策
を
講
じ
る

べ
き
で
は
。

独
自
支
援
策
と
し

て
、
10
月
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
の
完

全
無
償
化
を
予
定
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
国
・
県

に
お
け
る
子
育
て
支
援
策

の
内
容
や
他
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。

熱
中
症
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
小
中
学
校

体
育
館
の
断
熱
・
遮
熱
対

策
や
空
調
整
備
な
ど
の
対

策
を
講
じ
る
べ
き
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

地
域
の
避
難
所
と
し
て
活

用
さ
れ
る
学
校
体
育
館
の

防
災
機
能
強
化
も
不
可
欠

で
あ
り
、
避
難
所
の
生
活

環
境
対
策
と
し
て
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

令
和
７
年
度
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
整

備
手
法
を
精
査
す
る
た
め

の
事
前
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

事
業
手
法
や
事
業
費
及
び

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

人
口
増
に
伴
う
過

大
規
模
校
の
解
消
は
重
要

な
課
題
。
大
規
模
校
・
過

大
規
模
校
及
び
特
別
支
援

学
級
の
増
加
に
対
す
る
今

後
の
方
針
と
、
新
設
学
校

も
含
め
た
通
学
区
域
変
更

等
の
考
え
に
つ
い
て
、
見

解
は
。

児
童
生
徒
等
に
で

き
る
限
り
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
、
安
全
性
及
び
快

適
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
・
学

級
数
を
念
頭
に
置
い
た
校

舎
の
整
備
等
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
現
時
点
で
は
、

新
設
校
設
置
及
び
通
学
区

域
変
更
の
予
定
は
な
い
が
、

引
き
続
き
学
校
選
択
制
拡

充
な
ど
、
学
校
の
実
状
に

応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

原
口 

政
信

　
　
　 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。

代
表
質
問

ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

委員会年間テーマ報告

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

　
総
務
市
民
常
任
委
員
会

は
こ
の
２
年
間
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
性
化
に
資
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
、
本
市
で
さ
ら
に

拡
大
を
図
る
べ
く
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
か
つ
て
納
税
額
日
本
一

も
経
験
し
て
い
る
泉
佐
野

市
は
、
専
任
担
当
者
だ
け

で
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税

担
当
部
署
も
設
置
し
、
総

勢
11
名
体
制
で
ふ
る
さ
と

納
税
を
推
進
し
て
い
る
。

専
任
担
当
者
が
い
な
け
れ

ば
、
想
い
も
入
ら
な
い
し
、

委
託
先
や
事
業
者
と
の
関

係
性
も
で
き
な
い
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
市
民
参
画
制
度
と

い
う
全
国
で
唯
一
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

寄
附
金
の
使
い
道
を
市
民

か
ら
募
り
、
そ
の
決
定
に

ま
で
市
民
の
意
思
を
取
り

入
れ
る
も
の
で
す
。
条
例

ま
で
作
っ
て
始
め
た
取
組

で
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
、
幅
広
い
世
代
や
立

場
の
方
々
か
ら
具
体
的
な

使
い
道
を
公
募
し
、
検
討

委
員
会
で
使
途
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が

将
来
こ
の
国
か
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
さ
か
い
ま
ち

づ
く
り
公
社
と
い
う
地
域

商
社
を
立
ち
上
げ
、
公
設

民
営
化
に
よ
る
、
委
託
で

は
な
く
指
定
管
理
者
制
度

で
の
運
営
・
出
口
戦
略

（
道
の
駅
等
）
を
行
っ
て

い
る
。
稼
ぐ
自
治
体
、
稼

げ
る
行
政
を
目
指
す
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

　
　
　
高
齢
者
福
祉
と
障
が
い
者
福
祉

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

概
要

福
井
県
坂
井
市

茨
城
県
境
町

大
阪
府
泉
佐
野
市
　

地
球
温
暖
化
対
策
（
長
野
県
飯
田
市
の

　
　
　
　
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組
）

建
設
環
境
常
任
委
員
会

各常任委員会が定めた年間テーマについて、
調査・研究を行った結果をご報告します。

①
子
ど
も
・
若
者
、
子
育

て
家
庭
を
応
援
す
る
こ
ど

も
計
画
策
定
を
確
認
し
ま

し
た
。

②
陳
情
「
筑
紫
野
市
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
急
に

救
済
し
て
い
た
だ
き
た
い

件
」
が
提
出
さ
れ
、
先
進

自
治
体
へ
行
政
視
察
、
調

査
な
ど
を
行
い
、
こ
ど
も

計
画
で
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

①
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
施
設
の
整
備
、

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
関
す
る
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

②
行
政
視
察
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取

組
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
提
案

を
す
る
中
で
本
市
に
お
い

て
は
「
見
守
り
あ
い
ス
テ

ッ
カ
ー
」
の
交
付
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

取
組
が
、
令
和
７
年
１
月

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
話
言
語
条
例
制
定
に

つ
い
て
の
陳
情
を
受
け
、

聴
覚
障
が
い
者
協
会
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
朝
倉
市
へ

の
行
政
視
察
、
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
の
中
で
、

申
請
者
の
求
め
る
支
援
が
、

「
新
生
児
聴
覚
検
査
か
ら

療
育
ま
で
遅
滞
な
く
円
滑

に
繋
ぐ
た
め
の
事
務
」
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
へ
の
回
答

は
、
２
月
に
聴
覚
障
が
い

者
協
会
へ
お
伝
え
し
ま
し

た
。

子
ど
も・子
育
て
支
援

Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ゼ
ッ
チ
） 

建
築
促
進
事
業 

電
気
自
動
車
等
導
入

促
進
事
業 

Ｖ
２
Ｈ
導
入
促
進
事
業 

障
が
い
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

　
脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、

２
０
５
０
年
の
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け

て
、
電
力
消
費
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

を
実
現
し
、
全
国
の
モ
デ

ル
と
な
る
地
域
で
す
。

　
長
野
県
飯
田
市
は
、
令

和
４
年
11
月
に
脱
炭
素
先

行
地
域
と
し
て
環
境
省
か

ら
選
定
を
受
け
て
「
地
域

脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推

進
交
付
金
」
を
活
用
し
て

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
抑

え
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
宅
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
を
正
味
ゼ
ロ

と
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
）
等
の
建
築
費
用
の

一
部
を
補
助

「
動
く
蓄
電
池
」
と
し
て

の
電
気
自
動
車
等
の
導
入

を
促
進
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利

用
や
、
災
害
対
応
機
能
の

強
化

車
両
か
ら
建
物
へ
の
給
電

を
可
能
と
す
る
Ｖ
２
Ｈ

（
充
放
電
設
備
）
の
導
入

を
促
進
し
、
電
気
自
動
車

等
が
有
す
る
蓄
電
機
能
の

最
大
限
の
活
用

聴覚障がい者協会への回答

こ
ど
も
館

待
機
児
童

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

大
規
模
校
・
過
大
規
模
校

子
育
て
支
援
策

社
会
情
勢

子
育
て
・
教
育
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総
合
体
育
館
を
望

む
声
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、

市
民
が
や
っ
て
み
た
い
ス

ポ
ー
ツ
で
は
体
育
館
で
の

ス
ポ
ー
ツ
割
合
が
高
か
っ

た
こ
と
が
明
確
。
建
設
か

ら
40
年
を
経
過
し
た
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
は
大
規
模
改
修
が
必
要
、

か
つ
、
観
客
席
や
冷
暖
房

設
備
も
な
く
対
外
試
合
が

で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

基
本
構
想
策
定
を
含
め
た

今
後
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。今

後
は
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
基
本
構
想
の
策

定
に
お
い
て
、
総
合
体
育

館
の
必
要
性
も
含
め
、
現

施
設
の
課
題
整
理
や
、
場

所
、
規
模
、
事
業
費
、
事

業
手
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

そ
の
結
果
、
新
た
な
総
合

体
育
館
の
整
備
が
必
要
と

な
れ
ば
、
建
設
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て

い
く
。

令
和
８
年
度
実
施

に
む
け
て
体
制
整
備
が
な

さ
れ
て
い
る
、
中
学
校
ク

ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
た
課
題
と
対
策
は
。

指
導
者
の
確
保

や
受
益
者
負
担
等
様
々
な

課
題
が
あ
り
、
現
在
、
関

係
団
体
等
で
構
成
す
る
筑

紫
野
市
部
活
動
地
域
移
行

検
討
協
議
会
に
お
い
て
、

本
市
の
方
針
を
検
討
し
、

令
和
６
年
度
中
に
決
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
は
、
こ
の
方
針

に
基
づ
き
、
体
制
整
備
等

の
地
域
移
行
準
備
を
進
め

て
い
く
。本

年
２
月
４
日
、

全
国
で
初
め
て
認
定
を
取

り
消
さ
れ
、
候
補
地
域
に

格
下
げ
さ
れ
た
。
本
件
に

つ
い
て
は
、
看
板
整
備
な

ど
を
県
が
進
め
て
い
た
と

認
識
し
て
い
る
が
、
本
市

の
観
光
業
等
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
と
想
定
さ

れ
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど

う
対
策
し
て
い
く
予
定
か
。

今
後
は
、
福
岡
県

の
主
導
に
よ
っ
て
構
成
市

町
等
の
協
議
会
を
早
急
に

開
催
す
る
と
と
も
に
、
審

査
結
果
を
検
証
し
、
今
後

の
対
応
方
針
を
決
め
て
い

く
予
定
。
な
お
、
こ
れ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

の
事
業
に
つ
い
て
影
響
は

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
史
跡
や
観
光
地
、

そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

き
た
の
で
、
市
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い

て
は
、
や
り
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
協
議
調
整
を
行
っ
て

い
く
。

福
岡
か
ら
世
界
へ

波
及
し
て
い
る
、
人
と
動

物
と
環
境
の
３
者
の
健
康

を
一
体
的
に
捉
え
て
い
く

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
組
。
福

岡
県
内
で
約
30
の
自
治
体

へ
既
に
広
が
っ
て
い
る

『
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
宣

言
』
を
、
本
市
で
も
表
明

す
べ
き
。
そ
の
具
体
的
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
ワ
ン
ヘ

ル
ス
推
進
の
具
体
的
な
計

画
は
。

『
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推

進
宣
言
』
表
明
に
つ
い
て

は
、
「
人
」
と
「
動
物
」

の
健
康
と
「
環
境
」
の
健

全
性
に
配
慮
し
た
事
業
を

展
開
す
る
と
い
う
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
理
念
に
鑑
み
、
宣

言
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
推
進
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
予

防
接
種
や
食
育
な
ど
の
既

存
事
業
を
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

一
環
と
し
て
捉
え
、
理
解

が
進
む
よ
う
推
進
に
努
め

て
い
く
。埼

玉
で
起
き
た
事

故
を
受
け
、
老
朽
管
調
査

等
を
今
一
度
本
格
的
に
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

点
検
を
行
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
重

大
な
事
故
に
繋
が
る
よ
う

な
損
傷
や
腐
食
は
見
つ
か

っ
て
い
な
い
。
本
市
が
管

理
す
る
下
水
道
管
は
最
大

で
口
径
が
１
ｍ
で
あ
り
、

埼
玉
県
の
陥
没
事
故
の
よ

う
な
大
規
模
な
事
故
が
起

こ
る
可
能
性
は
低
い
と
考

え
て
い
る
が
、
引
き
続
き

県
と
連
携
し
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
市

民
ホ
ー
ル
に
暑
さ
を
凌
ぐ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
役
目
も
果

た
す
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

令
和
８
年
度
以
降

に
施
設
改
修
工
事
が
で
き

る
よ
う
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
当
面
の
間
、
昨
年

同
様
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

農
村
振
興
の
目
的

と
し
た
地
域
社
会
の
維
持
、

環
境
負
荷
低
減
の
農
業
関

係
者
へ
の
意
識
改
革
、
国

の
自
給
率
46
％
に
向
け
た

目
標
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

さ
ら
な
る
推
進
、
障
が
い

者
な
ど
の
支
援
を
要
す
る

人
が
農
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
、

地
域
計
画
策
定
後
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
具
体
的
施
策

は
。

改
正
農
業
基
本
法

は
、
食
料
安
全
保
障
を
基

本
理
念
の
柱
と
し
て
位
置

づ
け
、
抜
本
的
に
強
化
さ

れ
た
。
今
後
、
国
で
は
、

改
正
法
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
た
具
体
的
な
施
策
の

見
直
し
が
見
込
ま
れ
て
い

る
た
め
、
国
や
県
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
、
適
宜

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

昨
年
の
施
政
方
針

に
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る

業
務
用
地
の
整
備
を
推
進

す
る
と
あ
っ
た
が
、
企
業

誘
致
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
取
組
と
、
新
た
な
部
署

の
新
設
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

民
間
事
業
者
と
適

宜
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

開
発
に
よ
り
物
流
施
設
用

地
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

つくし野つくし野
ま
た
、県
と
も
連
携
し
な

が
ら
企
業
訪
問
を
行
う
な

ど
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

あ
る
べ
き
姿
は
、

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
支
え
あ
い
の
ま
ち
筑
紫

野
」
。
目
標
最
終
年
度
の

今
年
２
０
２
５
年
度
に
ど

う
総
括
す
る
の
か
。
か
か

り
つ
け
医
の
把
握
な
ど
弱

い
よ
う
に
思
う
が
今
後
の

取
組
方
針
は
。

医
療
と
介
護
、
介

護
予
防
、
生
活
支
援
の
各

分
野
に
お
い
て
そ
れ
ら
が

互
い
に
連
携
し
あ
い
、
高

齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
場
所

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
取

組
が
進
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
各
分
野
の
連
携
と
深

化
を
進
め
つ
つ
、
特
に
介

護
予
防
と
生
活
支
援
に
重

点
を
置
き
、
地
域
の
取
組

を
進
め
て
い
く
。

能
登
半
島
地
震
対

応
な
ど
、
最
近
の
施
策
の

進
展
等
を
踏
ま
え
て
改
定

さ
れ
た
避
難
所
の
取
組
指

針
を
受
け
、
本
市
の
地
域

防
災
計
画
も
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

備
蓄
計
画
、
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

含
め
た
見
直
し
の
検
討
を

始
め
て
い
く
。

犯
罪
の
抑
止
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に

も
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
今
後

の
本
市
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
増
設
に
関
し
て
、
通

学
路
や
不
審
者
出
没
地
域
、

個
人
宅
ま
で
補
助
金
制
度

を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

現
行
補
助
制
度
を

継
続
し
、
さ
ら
な
る
補
助

拡
充
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｔ
並
び
に
譲
渡

先
事
業
者
と
の
協
議
の
具

体
的
内
容
は
。
ま
た
、
購

入
を
断
念
し
た
Ｊ
Ｔ
跡
地

を
活
用
意
向
の
よ
う
だ
が
、

具
体
的
に
何
を
し
た
い
か

示
し
て
ほ
し
い
。

購
入
し
た
企
業
の

土
地
利
用
の
計
画
を
踏
ま

え
て
、
良
質
な
市
街
地
の

形
成
に
資
す
る
よ
う
協
議

を
行
っ
て
い
く
。 

ま
た
、

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
中
に
は
譲
渡
先
が
決
ま

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現

段
階
で
は
、
民
間
で
の
土

地
取
引
の
状
況
を
注
視
し

て
い
く
。西

鉄
や
Ｊ
Ｒ
に
も

対
応
し
て
い
る
M
a
a
S

ア
プ
リ
で
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
や
自
動
運
転
バ
ス

を
マ
ッ
チ
さ
せ
、
早
急
に

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。西

鉄
バ
ス
二
日
市

か
ら
路
線
バ
ス
の
廃
止
申

出
が
な
さ
れ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
横
展

開
は
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

実
施
時
期
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
針
摺
交
差
点
及
び
ト
ン

ネ
ル
に
関
し
、
安
全
対
策

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
具

体
的
な
取
組
は
。

針
摺
交
差
点
の
安

全
対
策
は
、
国
、
県
、
警

察
及
び
市
か
ら
な
る
「
針

摺
交
差
点
」
安
全
対
策
検

討
会
の
作
業
部
会
に
お
い

て
継
続
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ト

ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
は
、

令
和
６
年
度
、
対
策
案
を

見
出
す
べ
く
警
察
と
の
協

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、

よ
り
良
い
方
策
を
導
き
出

す
た
め
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、

安
全
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

来
庁
せ
ず
オ
ン
ラ

イ
ン
で
書
類
申
請
が
で
き
、

多
く
の
施
設
予
約
に
お
い

て
住
民
・
対
応
職
員
と
も

に
作
業
の
簡
素
化
、
効
率

化
が
図
ら
れ
有
効
な
「
行

か
な
い
窓
口
」
設
置
の
考

え
は
。

「
行
か
な
い
窓

口
」
に
つ
い
て
、
「
書
か

な
い
窓
口
」
と
同
様
、
市

民
の
負
担
軽
減
と
利
便
性

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る

取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
標
準
化
後
の
導
入
を

見
据
え
て
、
ま
ず
は
、
業

務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
や
改

善
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
予
約
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
可
能
と

す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
民

の
利
便
性
向
上
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

先
の
国
会
で
話
題

と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
年

収
の
壁
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
本
市
の
減
収
に
よ
り
、

財
政
の
悪
化
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
、
ひ
い

て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念

も
あ
る
が
、
減
収
額
試
算
、

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

伺
う
。

年
収
の
壁
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
の
与

党
税
制
改
正
大
綱
に
よ
る

と
、
見
直
し
は
令
和
８
年

度
分
の
個
人
市
民
税
か
ら

適
用
さ
れ
、
そ
の
減
収
額

は
約
７
千
万
円
の
規
模
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
本
市
の
個
人
市
民

税
に
お
け
る
近
年
の
増
加

傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
現

時
点
に
お
い
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
は
限
定
的

と
考
え
る
。
今
後
も
制
度

改
正
を
含
め
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

JT九州工場跡地

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
長

議
員

市
長

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

企
業
誘
致

下
水
道
管
の
老
朽
化

国
道
３
号
バ
イ
パ
ス

日
本
遺
産
の
認
定
取
消

ス
ポ
ー
ツ
施
設

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ワ
ン
ヘ
ル
ス

自
治
体
Ｄ
Ｘ

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地

地
域
公
共
交
通

防
災
基
本
計
画

年
収
の
壁
引
き
上
げ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

観
光
振
興

改
正
農
業
基
本
法

防
犯
・
防
災
・

イ
ン
フ
ラ

令
和
７
年
度
の

予
算
編
成

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

福
祉
・
健
康

自
然
・
環
境

行
財
政
運
営

産
業
振
興
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市
長
任
期
半
ば
の

評
価
・
課
題
は
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
改
善
や
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
山
口
地

域
に
お
け
る
、
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
の
運
行
な
ど
緊

急
性
の
高
い
施
策
に
は
早

急
に
手
立
て
を
講
じ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
ど
も
計
画

や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本

計
画
な
ど
体
系
的
に
位
置

づ
け
、
取
組
の
方
向
性
を

示
し
て
き
た
。
各
施
策
と

も
良
好
に
進
捗
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
対
策
に
つ

い
て
国
・
県
と
連
携
す
る

と
し
て
い
る
が
、
本
市
独

自
の
施
策
も
必
要
で
は
な

い
か
。

皆
様
の
意
見
を
お

聴
き
し
、
今
般
策
定
す
る

こ
ど
も
計
画
に
基
づ
い
た

施
策
の
推
進
と
評
価
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
本
市

独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
二
日
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

公
共
施
設
を
利
用
し
た
子

ど
も
た
ち
の
、
居
場
所
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
子
ど

も
や
保
護
者
が
、
安
心
し

て
悩
み
を
相
談
で
き
る
相

談
体
制
が
必
要
で
は
。

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
整
備
す
る
二
日
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

に
設
け
る
べ
く
、
協
議
を

進
め
て
い
る
。
各
地
域
に

お
け
る
サ
ロ
ン
活
動
や
子

ど
も
食
堂
の
支
援
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
相
談
体
制
に
つ

い
て
は
各
居
場
所
に
お
い

て
、
子
ど
も
や
保
護
者
が

安
心
し
て
相
談
で
き
る
よ

う
、
関
係
者
の
意
識
醸
成

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
た
連
携
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。

筑
紫
野
市
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
は
、
重

要
な
役
割
を
果
た
す
位
置

づ
け
と
な
る
べ
き
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
は
、
本
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
「
第
七
次
筑

紫
野
市
総
合
計
画
」
の
個

別
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
、

総
合
計
画
の
重
点
施
策
で

あ
る
「
豊
か
な
心
と
絆
を

育
む
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

を
基
本
理
念
に
、
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
展
開
す

る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。

目
標
達
成
の
た
め

に
、
断
熱
効
果
の
高
い
家

屋
へ
の
支
援
施
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

支
援
施
策
に
つ
い

て
は
、
耐
震
改
修
工
事
と

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
併
せ

て
行
う
「
住
宅
性
能
向
上

改
修
工
事
耐
震
工
事
助
成

金
」
や
壁
、
床
、
天
井
な

ど
へ
の
断
熱
材
の
設
置
工

事
に
お
け
る
「
経
済
対
策

事
業
住
宅
改
修
工
事
補
助

金
」
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。 廃

棄
物
の
減
量
は
、

さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

組
の
推
進
が
必
要
で
は
。

更
な
る
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
取
組
は
、
一
例
と

し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
の
施
行
に

伴
い
、
今
後
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

先
進
自
治
体
の
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、
分
別
や
収

集
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
を
推
進
す
べ
き
。

公
共
施
設
の
新
設

や
大
規
模
改
修
の
際
に
は

費
用
対
効
果
を
鑑
み
つ
つ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
い

施
設
を
目
指
す
Z
E
B
化

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
強
み
を
活

か
し
、
農
業
と
森
林
資
源

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
や
環
境
保

全
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
見
解
は
。

豊
富
な
農
地
を
活

か
し
た
農
業
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
筑
紫
と
連
携
し
な
が

ら
更
な
る
地
産
地
消
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。森
林

を
活
か
し
た
施
策
は
、他

の
自
治
体
で
、ク
レ
ジ
ッ
ト

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市民会議市民会議
創
出
事
例
が
あ
る
の
で
、

森
林
な
ど
の
活
用
を
含
め

排
出
量
削
減
量
が
多
い
事

業
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
や

す
い
事
業
の
導
入
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

二
日
市
温
泉
を
中

心
と
し
た
観
光
振
興
を
す

べ
き
で
は
。
施
設
の
復
旧

は
市
が
主
体
性
を
持
っ
て

進
め
る
べ
き
課
題
。
見
解

を
伺
う
。市

内
外
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
二
日
市
温
泉
割
引

チ
ケ
ッ
ト
配
布
の
拡
充
や

観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業
で

設
置
し
た
観
光
情
報
板
の

活
用
、
歴
史
的
な
魅
力
も

あ
る
二
日
市
温
泉
と
天
拝

山
一
帯
を
観
光
地
と
し
て

魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、

天
拝
山
展
望
台
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
駐
車
場
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｒ
、
西
鉄
電
車
や
高
速
バ

ス
な
ど
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
を
P
R
す
る
こ
と

で
二
日
市
温
泉
へ
の
誘
客

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

施
設
の
復
旧
は
、
二
日
市

温
泉
事
業
協
同
組
合
が
令

和
７
年
度
当
初
に
は
復
旧

を
目
指
し
て
お
り
、
市
も

早
期
復
旧
に
向
け
て
必
要

に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い

く
。

重
層
的
支
援
体
制

整
備
の
た
め
に
、
連
携
強

化
の
上
、
予
算
確
保
や
人

材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
。

重
層
的
支
援
体
制

に
お
け
る
関
係
機
関
へ
の

支
援
に
つ
い
て
今
後
関
係

機
関
や
、
地
域
住
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
体
制
を

整
備
し
、
持
続
的
に
運
用

す
る
に
あ
た
り
有
効
な
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

介
護
人
材
の
確
保

は
大
き
な
課
題
。
高
齢
者

の
支
援
体
制
の
質
を
高
め

る
た
め
に
、
事
業
者
と
利

用
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

介
護
人
材
の
確
保

は
、
本
市
に
お
い
て
も
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
国
や
県
制
度
の
周
知
、

人
材
確
保
に
向
け
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

運
営
推
進
会
議
を
通
じ
て
、

人
材
確
保
に
向
け
た
支
援

を
実
施
し
、
事
業
者
と
利

用
者
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
施
策
を
実
施
す
る
。

同
和
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
教
育
と
啓

発
を
行
う
の
か
。

行
政
の
責
務
と

し
て
「
筑
紫
野
市
人
権
都

市
宣
言
」
及
び
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

取
組
を
行
う
こ
と
で
、
同

和
問
題
の
早
急
な
解
決
を

め
ざ
し
、
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

地
域
住
民
や
学
校
、

行
政
が
連
携
し
て
、
費
用

や
管
理
方
法
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
関
す
る
エ
夫

を
行
い
、
災
害
時
に
も
迅

速
に
対
応
で
き
る
避
難
所

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

小
中
学
校
体
育
館

の
空
調
整
備
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
整

備
手
法
を
精
査
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
事

前
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
事
業

手
法
や
事
業
費
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
共
交
通
機
関
が

十
分
で
な
い
地
域
や
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
や
ル
ー
ト
開
発

が
地
域
の
活
性
化
や
住
民

の
生
活
支
援
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
考
え
る
が
。

バ
ス
路
線
の
開
発

は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
２
０
２
４
年
問
題

等
の
自
治
体
が
抱
え
る
課

題
に
対
処
す
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

都
市
構
造
に
応
じ
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
材
不
足
の
基
本
的
考
え

は
。

住
民
の
皆
さ
ま

に
地
域
活
動
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
地
域
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
た
だ

き
な
が
ら
新
た
な
人
材

発
掘
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

積
極
型
予
算
の
財

源
は
、
国
県
支
出
金
、
交

付
金
な
ど
で
あ
る
が
、
活

用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
調

査
、
研
究
は
。

事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
所
管
省
庁
か

ら
の
通
知
や
、
自
治
体
向

け
情
報
サ
イ
ト
な
ど
で
国

県
の
動
向
な
ど
を
把
握
し
、

事
業
に
活
用
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
予
算
査
定
時
に

お
い
て
、
制
度
を
踏
ま
え

た
事
業
予
算
計
上
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

居場所で遊ぶ子どもたち高齢者サロンで介護予防

雨季の水田

導入されたＡＩデマンドバス

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

白
石 

卓
也

　
　
　 

議
員

市
長

市
長

市
長

教
育
長

市
長

市
長

市
長

市
長

教
育
長

子
ど
も
の
居
場
所
・

相
談
体
制

二
日
市
温
泉
を

中
心
と
し
た
観
光
振
興

新
た
に
策
定
す
る

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

脱
炭
素
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

小
中
学
校
体
育
館
の

空
調
整
備

農
業
、
森
林
資
源
の

有
効
活
用
に
よ
る

地
域
振
興
、
環
境
保
全

公
共
施
設
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
材
不
足

本
市
独
自
の
少
子
化
対
策

重
層
的
支
援
体
制
の
充
実

介
護
人
材
の
確
保

同
和
問
題
の
解
決

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性

積
極
型
予
算
の
財
源

市
長
任
期
半
ば
の

評
価
・
課
題

廃
棄
物
の
減
量

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て
・
教
育
の

ま
ち
づ
く
り

政
策
実
現
の

た
め
の

市
民
目
線
の

行
財
政
運
営

支
え
あ
い
、

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

強
み
を
い
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
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市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

３月定例会の一般質問では、13人の議員が23題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派
写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 辻本　美惠子　議員
　①自転車を活用する「まち」づくりについて
　②健康になれる「まち」づくりについて

■ 段下　季一郎　議員
　①子育て支援について
　②福祉施策の充実について

■ 坂口　勝彦　議員
　①災害発生時における避難所等の
　　通信確保について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①認知症予防について

■ 春口　茜　議員
　①公共施設再編と複合施設整備の
　　必要性について

■ 楢木　孝一　議員
　①農業振興について
　②地域コミュニティの推進について
　③脱炭素化に向けて

■ 前田　倫宏　議員
　①認知症施策の推進について
　②子育て支援施設について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①グラウンドゴルフ用用具置き場の
　　設置について

■ 吉村　陽一　議員
　①高齢者福祉に係る外国人介護人材
　　受入れについて

■ 西村　和子　議員
　①第二次筑紫野市地域コミュニティ基本構想・
　　第三次基本計画について

■ 八尋　一男　議員
　①農業問題について
　②水泳事業の民間委託について

■ 古賀　新悟　議員
　①デジタル化の推進について
　②避難所の生活環境改善について

■ 田中　允　議員
　①デマンドバス・のるーとについて
　②市役所周辺の交通環境の整備について
　③旧市役所跡地やジャスコ跡地等市所有の
　　土地利用について
　④ＪＴ跡地について

P.18

P.18

P.19

P.19

P.19

P.20

P.20

P.21

P.21

P.22

P.22

P.23

P.21

質問内容に、国連の提唱する
持続可能な開発目標(SDGs)が
掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しました

新
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
の
子

ど
も
の
居
場
所
は
、
こ
ど

も
館
を
求
め
る
声
も
多
い

が
、
利
用
す
る
子
ど
も
達

や
子
育
て
世
代
の
意
見
の

反
映
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

当
事
者
で
あ
る
子

ど
も
や
保
護
者
、
そ
し
て

子
育
て
を
支
え
る
関
係
者

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
は
重
要
だ
と
捉
え

て
い
る
。
既
存
の
取
り
組

み
で
聴
取
す
る
ご
意
見
の

他
、
今
後
も
様
々
な
機
会

を
通
じ
た
意
見
聴
取
と
そ

の
反
映
に
努
め
る
。

今
年
４
月
か
ら
入

所
定
員
を
１
５
０
人
拡
充

し
て
も
尚
、
入
所
保
留
と

な
り
困
っ
て
い
る
方
が
い

る
。
保
育
士
確
保
の
新
た

な
施
策
と
し
て
、
就
職
支

援
金
や
奨
学
金
返
済
支
援

内
容
と
期
待
さ
れ
る
保
育

士
確
保
数
、
待
機
児
童
の

解
消
の
見
通
し
は
。

市
内
の
私
立
保
育

所
等
に
新
た
に
勤
務
す
る

保
育
士
に
対
し
、
就
労
支

援
金
は
就
労
準
備
に
必
要

と
な
る
経
費
の
一
部
を
支

援
す
る
。
奨
学
金
返
済
支

援
で
は
、
返
済
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
。
関
連
す

る
既
存
の
取
り
組
み
と
併

せ
て
、
保
育
士
確
保
及
び

待
機
児
童
解
消
に
一
定
の

効
果
を
あ
げ
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

昨
年
の
代
表
質
問

で
、
１
か
月
児
と
５
歳
児

健
診
を
提
案
し
１
か
月
児

健
診
の
実
施
は
決
定
し
た

が
、
５
歳
児
健
診
の
見
通

し
は
。

５
歳
児
健
診
は
、

診
察
を
担
当
す
る
医
師
や

相
談
業
務
を
担
当
す
る
心

理
士
等
の
専
門
職
の
確
保

等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

国
・
県
及
び
近
隣
市
の
動

向
に
注
視
し
つ
つ
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
体
制
の
強
化
内

容
と
、
長
期
休
業
中
の
季

節
利
用
な
ど
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。令

和
７
年
度
は
、

支
援
員
の
配
置
数
の
増
加

に
よ
る
運
営
体
制
の
強
化

を
行
う
と
と
も
に
長
期
休

業
の
み
利
用
す
る
場
合
の

利
用
条
件
の
緩
和
や
長
期

休
業
中
に
お
け
る
希
望
者

へ
の
給
食
提
供
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
。

文
部
科
学
省
Ｃ
Ｂ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｂ
Ｔ
）
の
活
用
状
況
と
学

習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
を
不
登
校

児
童
生
徒
の
学
び
の
機
会

と
し
て
活
用
し
て
は
。

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ

の
活
用
状
況
は
、
国
が
実

施
す
る
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
お
い
て
活
用

が
進
め
ら
れ
、
令
和
７
年

４
月
に
実
施
予
定
の
中
学

校
理
科
、
さ
ら
に
令
和
９

年
度
に
は
小
中
学
校
の
調

査
科
目
の
全
て
の
活
用
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
す
る
活
用
も
効
果
的

な
方
法
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
く
。

事
業
者
を
取
り
巻

く
社
会
状
況
の
変
化
に
合

わ
せ
、
策
定
か
ら
27
年
経

過
し
た
商
工
観
光
振
興
計

画
、
23
年
経
過
し
た
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
は
新

た
な
策
定
が
必
要
で
は
な

い
か
。

商
工
観
光
計
画
な

ど
の
改
定
は
、
令
和
７
年

度
に
観
光
分
野
も
含
め
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
る
上
で
の
指
針
な

ど
を
取
り
ま
と
め
る
予
定

と
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

昨
年
12
月
に
改
訂

さ
れ
た
避
難
所
運
営
指
針

で
明
記
さ
れ
た
ス
フ
ィ
ア

基
準
の
導
入
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ

（
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、

ベ
ッ
ト
）
の
迅
速
整
備
へ

の
見
解
は
。

備
蓄
計
画
、
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

見
直
し
検
討
を
始
め
て
い

く
。

鷺
田
川
上
流
域
の

浸
水
被
害
は
、
河
川
や
た

め
池
の
浚
渫
・
井
堰
の
改

良
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

令
和
６
年
度
の
調

査
で
、対
策
が
見
込
め
る

箇
所
を
抽
出
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
に
は
さ
ら
に

解
析
を
進
め
、浸
水
被
害

の
軽
減
に
効
果
的
な
方
策

の
検
証
な
ど
を
行
い
な
が

ら
減
災
対
策
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

道
路
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

点
検
業
務
を
、
道
路
に
関

す
る
長
寿
命
化
計
画
に
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
日
常
点

検
に
基
づ
く
事
後
保
全
型

の
維
持
管
理
を
行
っ
て
き

た
が
、ま
ず
は
市
内
の
主

要
道
路
に
つ
い
て
、Ａ
Ｉ
等

の
最
新
技
術
を
活
用
し
た

道
路
の
点
検
結
果
も
含
め

た
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
、予
防
保
全
型
に
転
換

し
つ
つ
道
路
の
安
全
性
や

機
能
の
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

公明党筑紫野市議団
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

山
本 

加
奈
子

　
　
　 議
員

教
育
長

教
育
長

地
場
産
業

安
全
・
安
心

子
育
て
・
教
育
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春口 茜
（市民会議）

問
　
市
内
に
あ
る
史
跡
め

ぐ
り
、
農
村
地
域
を
走
り

農
業
体
験
と
組
み
合
わ
せ

る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
、
自
転
車
を
活
用
し

た
観
光
と
連
携
し
た
事
業

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
、
観
光
協
会
が

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
導
入
の

検
討
を
始
め
て
い
る
。
市

と
し
て
も
こ
の
動
き
を
で

き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
、

観
光
ル
ー
ト
整
備
事
業
な

ど
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
自
転
車
を
利
用
す
る

の
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
新

し
い
発
想
だ
と
思
う
が
、

「
自
転
車
活
用
推
進
計

画
」
の
策
定
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
　
本
市
に
は
、
温
泉
や

文
化
財
を
始
め
と
す
る
多

く
の
観
光
資
源
や
学
校
・

駅
舎
が
点
在
し
て
い
る
と

と
も
に
、
現
在
の
道
路
環

境
を
踏
ま
え
る
と
、
様
々

な
視
点
で
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
市

の
特
性
や
実
情
に
応
じ
た

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
県
と
連
携
し
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
今
後
、
自

転
車
活
用
推
進
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
調
査
研
究

し
て
い
く
。

問
　
健
康
長
寿
の
社
会
を

め
ざ
し
、
個
人
の
生
活
習

慣
で
な
く
、
社
会
の
生
活

の
環
境
条
件
の
改
善
、
つ

ま
り
、
「
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
」
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
各
課
の

連
携
、
デ
ー
タ
の
解
析
が

必
要
か
。

答
　
医
療
や
介
護
の
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
、
健
診
デ
ー

タ
な
ど
を
解
析
し
、
保
健

事
業
な
ど
が
そ
の
後
の
健

康
状
態
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぽ
し
た
か
を
考
察

し
て
い
る
。
運
動
事
業
の

参
加
者
は
、
医
療
費
や
要

介
護
度
が
低
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
、
サ
ロ
ン

な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
、

運
動
事
業
へ
の
支
援
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
域

で
の
自
主
的
な
活
動
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
組
を
進

め
て
い
る
。
今
後
と
も
関

係
課
と
連
携
し
、
地
域
に

お
け
る
運
動
の
機
会
を
提

供
し
て
い
く
。

自
転
車
活
用
推
進

　
　
　 

計
画
の
策
定
を

　  

計
画
の
策
定
に
向
け
て

　
　
　 調
査
研
究
を
し
て
い
く

問
　
市
長
就
任
以
来
、
福

祉
と
教
育
施
策
の
充
実
の

た
め
、
社
会
福
祉
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
が
行
わ
れ
て
き
た
。
市

民
に
は
、
社
会
福
祉
士
が

何
を
す
る
仕
事
か
が
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
社

会
福
祉
士
増
員
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

答
　
ま
ず
、
社
会
福
祉
士

は
、
福
祉
専
門
職
と
し
て
、

困
り
ご
と
の
あ
る
児
童
や

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど

を
対
象
に
相
談
対
応
や

様
々
な
関
係
機
関
と
連
携

し
て
生
活
支
援
に
取
り
組

む
こ
と
を
業
務
と
し
て
い

る
。

　
社
会
福
祉
士
の
増
員
は
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
要

支
援
者
の
増
加
や
複
雑
・

多
様
化
す
る
子
ど
も
を
取

り
巻
く
課
題
へ
の
対
応
に

加
え
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の

充
実
、
ま
た
、
教
育
分
野

に
お
い
て
は
、
行
政
と
教

育
現
場
、
関
係
機
関
が
連

携
し
な
が
ら
児
童･

生
徒

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に

向
け
た
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
に
増
員
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

夜
間
訪
問
型
の
産
後

ケ
ア
事
業
の
実
施

を
！

問
　
あ
る
助
産
所
は
、
昼

間
の
サ
ー
ビ
ス
が
い
っ
ぱ

い
の
た
め
、
子
育
て
中
の

女
性
が
利
用
で
き
ず
、
追

い
詰
め
ら
れ
て
、
緊
急
で

時
間
外
に
や
む
を
得
ず
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

夜
間
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
　
日
中
で
の
調
整
が
つ

か
な
い
夜
間
訪
問
の
希
望

は
、
突
発
的
か
つ
緊
急
性

の
高
い
ケ
ー
ス
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
医
療
相
談
の

窓
口
を
紹
介
し
た
り
、
児

童
相
談
所
と
連
携
し
た
り

す
る
対
応
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　
実
施
す
る
時
間
は
、
近

隣
市
の
実
施
状
況
を
参
考

に
、
事
業
を
実
施
す
る
施

設
と
協
議
の
上
、
決
定
し

た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
の

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
、
実
施
す
る
時
間
帯
の

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

社
会
福
祉
士
増
員
の

　
　
　
　
　 

見
解
は
？

　  

支
援
の
充
実
を

　
　
　
　
　 図
る
た
め
で
あ
る

自
転
車
の
活
用

自
転
車
の
活
用

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
士

問
　
「
能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
た
災
害
対
応
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
の
報
告

書
で
は
、
「
衛
星
通
信
設

備
、
公
共
安
全
モ
バ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
・
活

用
及
び
速
や
か
に
使
用
で

き
る
よ
う
、
平
時
か
ら
の

訓
練
等
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、

認
識
は
。

答
　
災
害
時
に
お
い
て
情

報
共
有
を
行
え
る
有
効
な

通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
災
害
に
よ
り
通
信
が

途
絶
し
て
い
る
場
所
、
固

定
回
線
や
携
帯
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
未
整
備
の
場
所
で
も
、

高
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
る
「
ス
タ
ー
リ
ン

ク
」
を
活
用
し
た
避
難
所

等
の
通
信
確
保
の
整
備
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
市
が
開
設
す
る
避
難

所
に
「
公
衆
無
線
Ｗ
ｉ-

ｆ
ｉ
」
を
利
用
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。
「
ス

タ
ー
リ
ン
ク
」
を
は
じ
め

と
す
る
衛
星
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

研
究
課
題
と
す
る
。 

避
難
所
等
の
通
信
確
保
の
整
備
を

予
防
策
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
検
討
を

　  

研
究
課
題
と
す
る

問
　
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
促
進
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
自
治
会
や
子

ど
も
、
民
生
委
員
に
対
す

る
啓
発
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
に
よ
り
多
く
の
市
民
に

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
本
市
の
認
知
症
予
防

に
資
す
る
可
能
性
が
あ
る

対
策
の
推
進
状
況
と
認
知

症
予
防
に
関
す
る
エ
ビ
デ

ン
ス(

根
拠
、
証
拠)

を
収

集
し
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答
　
認
知
症
予
防
に
関
し

て
は
、
身
体
活
動
や
社
会

活
動
、
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
が
、
認
知
症
の
リ
ス

ク
低
減
に
効
果
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ

き
、
運
動
と
計
算
な
ど
の

認
知
課
題
を
組
み
合
わ
せ

た
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
、
音

楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
健

康
運
動
体
操
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
認
知
症
予
防
対
策
の

一
つ
に
シ
ニ
ア
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
導
入
、
効
果
を
上
げ

る
自
治
体
が
あ
る
が
調
査

検
討
を
し
て
は
。

答
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入

は
、
認
知
症
予
防
に
効
果

が
あ
る
取
組
の
一
つ
と
し

て
と
ら
え
て
お
り
、
国
の

研
究
結
果
等
の
注
視
に
努

め
な
が
ら
、
市
や
地
域
で

推
進
が
可
能
な
取
組
に
つ

い
て
は
今
後
も
研
究
を
行

っ
て
い
く
。

　  

今
後
も
研
究
を
行
っ
て
い
く

問
　
文
化
会
館
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
未
対
応
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
は
高
額
な
維

持
費
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
改
修
時

期
に
あ
る
。
複
合
施
設
化

を
進
め
る
考
え
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
劣
化
状

況
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
長

寿
命
化
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

時
点
で
複
合
化
は
検
討
し

て
い
な
い
。

　
　
長
寿
命
化
計
画
は
、

財
政
負
担
の
増
加
を
抑
え

る
根
本
的
な
解
決
策
に
な

る
と
考
え
る
の
か
。

答
　
公
共
施
設
等
の
長
寿

命
化
を
図
り
、
耐
用
年
数

を
延
ば
す
こ
と
で
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
が
期
待
で
き
、
公
共
施

設
を
新
た
に
整
備
す
る
場

合
に
は
、
複
合
化
、
統
廃

合
等
の
検
討
を
行
う
こ
と

か
ら
財
政
負
担
の
抑
制
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
に
伺
う
。
こ
れ

ま
で
の
質
問
や
答
弁
の
中

で
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長
　
ま
ず
は
、
第
七
次

総
合
計
画
を
着
実
に
遂
行

す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
が
、
次
期
総
合
計
画
へ

の
位
置
づ
け
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
通
じ
た
市
民
の
意
見

や
物
価
高
騰
等
の
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
、
必
要
性
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

複
合
施
設
化
の
考
え
は

　  

必
要
性
も
含
め
、検
討
し
て
い
く

認
知
症
予
防

ス
タ
ー
リ
ン
ク

複
合
施
設
整
備

 坂口 勝彦
（公明党）

辻本 美惠子
（市民会議）

段下 季一郎
（市民会議）

宮﨑 吉弘
（公明党）

問答答 問

問

答

答 

問

問

答

答

答 

市
長

問問 答

答

答 答 

問問 答答

問答

答 

問問

問

答答 答 

19 18議会だより筑紫野 令和７年５月１日 208号　議会だより筑紫野



問
　
昨
年
の
農
業
基
本
法

改
正
、
今
の
米
の
価
格
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
改
め
て

農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
農
業
分
野
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

が
改
定
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
改
定
す
る

の
か
。

答
　
優
良
な
農
地
を
確
保

し
、
地
域
の
農
業
振
興
を

図
る
た
め
の
計
画
。
地
域

計
画
等
と
整
合
を
図
り
、

農
用
地
の
利
用
状
況
や
農

業
者
へ
の
意
向
調
査
、
関

係
機
関
か
ら
意
見
を
聴
取

す
る
。
将
来
の
農
業
振
興

の
指
針
と
な
り
、
持
続
的

発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進

問
　
本
市
で
も
将
来
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行

し
、
集
落
で
の
生
活
や
生

産
活
動
が
困
難
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
地
域

住
民
の
買
い
物
を
支
え
る

拠
点
が
あ
れ
ば
地
域
の
活

力
に
な
る
。
人
が
集
う
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
へ
の
支

援
を
行
う
べ
き
。

答
　
人
口
減
少
が
著
し
い

地
域
に
対
す
る
生
活
支
援

等
の
効
果
的
な
取
組
み
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
と
協
議
す
る
。

問
　
多
く
の
外
国
人
の
方

が
市
内
地
域
に
住
ん
で
い

る
が
、
夏
祭
り
や
運
動
会

な
ど
の
地
域
行
事
で
そ
の

姿
を
見
か
け
な
い
。
相
互

理
解
の
取
組
み
を
促
進
す

べ
き
。

答
　「
に
ほ
ん
ご
教
室
」

や
「
留
学
生
に
よ
る
料
理

教
室
」を
開
催
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
推
進
し
て
い

く
。

脱
炭
素
化
に
向
け
て

問
　
住
宅
用
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
事
業
補
助

金
の
対
象
を
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｖ
２
Ｈ
に
も

拡
大
す
べ
き
。

答
　
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
に
伴
う
太

陽
光
発
電
や
蓄
電
池
の
設

置
費
用
は
本
事
業
の
対
象

で
、
高
効
率
空
調
・
断
熱

材
の
設
置
は
住
宅
改
修
工

事
補
助
金
の
活
用
が
可
能
。

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
Ｖ
２
Ｈ
は
、

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

農
振
地
域
整
備
計
画
の

　
　
　
　 改
定
方
針
は

　  

将
来
の
指
針
。

　 農
業
の
持
続
的
発
展
に
寄
与

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
住
環
境
が
悪
く
、

居
住
空
間
も
狭
い
た
め
、

施
設
の
新
設
・
移
設
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
者
な
ど
か
ら
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
新
た

に
整
備
す
る
二
日
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
子
育
て
支
援
拠
点
の

多
機
能
化
に
関
し
、
利
用

す
る
公
共
施
設
が
分
散
し

て
お
り
、
ハ
ー
ド
面
に
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
更
な

る
多
機
能
化
を
図
る
た
め
、

新
た
に
多
機
能
型
児
童
館

（
こ
ど
も
館
）
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

答
　
新
た
に
整
備
す
る
二

日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
複
合
的
な

事
業
展
開
の
ひ
と
つ
と
し

て
親
子
で
集
え
る
子
ど
も

の
遊
び
場
の
確
保
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
が
、
多
機

能
化
に
伴
う
ソ
フ
ト
面
及

び
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
横
断
的
に
検
討
す
る
た

め
の
新
た
な
庁
内
連
携
の

場
で
、
総
合
的
な
視
点
で

検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
施
策
の
推
進

問
　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
普

及
促
進
に
関
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
ま
た
、
継
続
的

な
運
営
の
た
め
の
財
政
的

な
支
援
と
し
て
、
開
設
や

運
営
費
に
対
す
る
補
助
金

の
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
新
た
に
社
会

資
源
情
報
誌
を
デ
ー
タ
化

し
、
常
時
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
周
知
を
強
化
し
て

い
く
。
ま
た
、
開
設
・
運

営
補
助
に
関
し
て
は
、
地

域
に
お
い
て
も
同
様
な
取

組
が
広
ま
る
よ
う
、
新
た

に
始
め
る
「
住
民
主
体
に

よ
る
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
な

か
で
支
援
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

こ
ど
も
館
を

　
　
　  

検
討
す
べ
き

　  

総
合
的
な
視
点
で

　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い
く

コミュニティ基本構想など

「かすやこども館」施設内

農
業
の
振
興

農
業
の
振
興

こ
ど
も
館

こ
ど
も
館

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
、
競
技
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
、
道
具
の
運
搬
が

困
難
に
な
り
、
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
団
体
も
発
生
し

て
い
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
お
よ
び
高
齢
者
の
健

康
増
進
の
観
点
か
ら
、
公

園
等
に
用
具
置
き
場
を
設

置
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

用
用
具
置
き
場
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
都
市
公
園
法

の
規
定
お
よ
び
公
共
性
の

観
点
か
ら
、
特
定
の
利
用

団
体
に
対
し
て
、
公
園
内

に
設
置
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
重
要
な
役
割
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
利
用
団
体
の
様
々
な

課
題
に
対
し
て
は
、
相
談

に
応
じ
な
が
ら
、
研
究
し

て
い
く
。

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
倉
庫
の
設
置

外
国
人
介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て

　  

相
談
に
応
じ
な
が
ら
、研
究
す
る

問
　
外
国
人
介
護
人
材
受

入
に
係
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

実
際
に
受
入
を
し
て
い
る

事
業
所
や
働
い
て
い
る
外

国
人
と
出
会
い
、
受
入
導

入
を
支
援
し
て
は
。
次
に
、

外
国
人
採
用
の
支
援
と
し

て
、
現
在
外
国
人
介
護
人

材
を
雇
用
し
て
い
な
い
介

護
事
業
所
等
を
対
象
に
、

特
定
技
能
外
国
人
採
用
を

支
援
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
等
を
行
っ
て
は
。
ま
た
、

相
互
理
解
や
定
着
促
進
の

た
め
、
介
護
に
関
わ
る
外

国
人
と
地
域
住
民
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
外

国
人
介
護
人
材
受
入
支
援

事
業
を
検
討
し
て
は
。

答
　
介
護
人
材
の
確
保
は

今
後
、
難
し
く
な
っ
て
い

く
た
め
、
国
が
総
合
的
に

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

外
国
人
介
護
人
材
の
需
要

も
今
後
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
福
岡
県
で
は
、

外
国
人
介
護
人
材
の
雇
用

を
検
討
し
て
い
る
事
業
者

に
対
し
、
外
国
人
介
護
人

材
の
受
け
入
れ
支
援
に
係

る
各
種
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
認
知
度
不
足
も
あ

り
、
市
内
介
護
事
業
者
に

お
け
る
活
用
が
低
調
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
集
団
指
導

や
メ
ー
ル
配
信
な
ど
、

様
々
な
機
会
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
事
業
の
さ
ら
な
る

周
知
と
活
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
。

　  

県
事
業
の
周
知
と
活
用
促
進
に
取
り
組
む

問
　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
研

修
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
見
解
を
お
尋

ね
す
る
。

答
　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
研

修
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
育

成
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
　
人
材
発
掘
は
、
行
事

で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
声
を
か
け
る
な
ど
の
、

一
本
釣
り
が
一
番
効
果
が

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
人
材
発
掘
、
育
成
は
、

主
催
講
座
だ
け
で
は
な
く
、

別
の
方
法
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
人
材
発
掘
、
育
成
に
つ

い
て
は
、
主
催
講
座
だ
け

で
な
く
、
他
の
方
法
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
実
情
を

把
握
し
な
が
ら
模
索
し
て

い
く
。

問
　
少
額
の
報
酬
制
度
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

答
　
少
額
の
報
酬
制
度
に

つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

仕
組
み
を
今
後
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修
は

　  

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

外
国
人
介
護
人
材

用
具
置
き
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

楢木 孝一
（つくし野）

前田 倫宏
（つくし野）

佐々木 忠孝
（－）

吉村 陽一
（市民会議）

西村 和子
（市民会議）

問答

問

問

問 答答

答

答 

問問

問

答

答

答

答 

問答 答 答 

問答 答 

問問 答

問答

答 答 
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ス
フ
ィ
ア
基
準

問
　
中
山
間
地
域
に
お
け

る
借
り
手
不
在
の
認
識
は
。

答
　
本
市
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。

問
　
鳥
獣
被
害
防
止
の
新

規
対
策
は
。

答
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
な
ど
考

え
ら
れ
る
が
、
地
域
の
方

達
や
駆
除
班
と
協
議
し
な

が
ら
、
他
自
治
体
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
狩
猟
免
許
な
し
で
自

宅
敷
地
内
に
ワ
ナ
設
置
は
、

捕
獲
、
侵
入
防
止
の
新
制

度
を
検
討
す
る
必
要
あ
り

と
思
う
が
見
解
は
。

答
　
鳥
獣
捕
獲
は
、
情
報

発
信
が
不
足
と
認
識
し
て

お
り
議
員
仰
せ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
情
報
発
信
に
取

り
組
む
。
侵
入
防
止
対
策

は
従
来
に
加
え
シ
カ
対
策

用
防
護
柵
な
ど
補
助
制
度

の
充
実
に
取
り
組
む
。

問
　
こ
の
答
弁
で
農
地
は

守
れ
る
か
、
私
は
独
自
制

度
の
検
討
を
提
言
し
て
い

る
、
具
体
的
な
取
組
は
。

答
　
議
員
仰
せ
の
広
活
法

の
運
用
に
よ
る
二
地
域
住

居
の
促
進
制
度
や
農
地
付

き
空
き
家
の
取
得
を
促
進

す
る
支
援
制
度
等
を
活
用

で
き
る
か
、
関
係
部
署
と

連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

水
泳
事
業
の
民
間
委
託

問
　
16
の
小
中
学
校
で
水

道
代
な
ど
年
間
維
持
費
は

い
く
ら
か
。
老
朽
化
に
よ

る
改
修
費
の
見
込
み
は
。

答
　
年
間
維
持
費
な
ど
は

約
１
３
０
０
万
円
、
今
後

の
大
規
模
改
修
工
事
等
は

平
均
額
で
年
間
約
６
０
０

０
万
円
で
あ
る
。

問
　
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
効
果
は
。

答
　
教
員
の
負
担
軽
減
、

指
導
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
内

に
民
間
委
託
業
者
不
在
な

ど
課
題
も
多
く
慎
重
に
検

討
し
て
い
る
。

問
　
仮
に
屋
内
プ
ー
ル
建

設
の
場
合
の
維
持
費
は
。

答
　
年
間
１
億
円
程
度
か

か
る
。

従
来
取
組
で

　
　農
地
は
守
れ
る
か

　  

支
援
制
度
活
用
で
き
る
か

　
　
　
　
　関
係
部
署
と
検
討

問
　
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
沿

っ
た
避
難
所
等
の
開
設
・

運
営
を
地
域
防
災
計
画
の

中
に
位
置
付
け
る
べ
き
と

思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
　
国
の
防
災
基
本
計
画

修
正
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
改
定
さ
れ
た
「
避
難

生
活
に
お
け
る
良
好
な
生

活
環
境
の
確
保
に
向
け
た

取
組
指
針
」
等
を
含
め
て
、

備
蓄
計
画
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
見
直
し

検
討
す
る
。

問
　
国
の
防
災
基
本
計
画

修
正
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。

指
針
に
お
い
て
も
ト
イ
レ
、

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

も
強
調
さ
れ
補
助
金
も
あ

る
が
、
い
つ
、
何
を
見
直

す
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
か
ら
、

国
が
示
し
て
い
る
避
難
所

に
お
け
る
１
人
当
た
り
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
と
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
・
ベ
ッ
ド
等
の

設
置
や
生
活
用
水
の
確
保
、

よ
り
快
適
な
ト
イ
レ
設
置

の
配
慮
な
ど
、
計
画
等
の

見
直
し
や
検
討
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
！
人
員

確
保
と
情
報
漏
洩
の

危
惧

問
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

が
安
易
な
人
減
ら
し
の
口

実
に
使
わ
れ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
人
員
削
減
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
市

民
の
利
便
性
向
上
や
業
務

の
効
率
化
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
う
え
で
、
シ
ス
テ
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
や
Ａ
Ｉ
が
行
っ

た
判
断
の
検
証
な
ど
に
対

応
す
る
人
員
確
保
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
、

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た

場
合
で
も
、
そ
れ
ら
を
適

切
に
運
用
管
理
す
る
人
材

が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
と
も
、
Ｄ
Ｘ

人
材
の
確
保
と
育
成
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
個
人

情
報
の
保
護
は
、
厳
格
な

運
用
が
求
め
ら
れ
る
個
人

番
号
や
特
定
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
特
定
個
人
情

報
等
取
扱
規
程
を
策
定
し
、

保
護
・
運
用
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
へ
の

　
　
　
　 位
置
付
け
は

　  

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
　
　
　 等
を
見
直
し
検
討

農
業
問
題
対
策田中 允

地
域
公
共
交
通 （－）

問
　
の
る
ー
と
の
山
口
地

区
運
行
は
実
証
運
行
だ
が
、

他
地
域
へ
の
展
開
を
繋
げ

る
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
見
え
て
き
た

課
題
は
。

答
　
利
用
が
一
部
の
市
民

に
留
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
利

用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

市
役
所
周
辺
の
交
通

環
境
整
備

問
　
市
役
所
入
口
の
信
号

機
に
は
車
両
用
の
信
号
機

が
な
い
が
、
対
策
を
講
じ

利
便
性
を
図
る
べ
き
で
は
。

答
　
福
岡
県
警
と
協
議
を

重
ね
た
が
、
車
両
用
信
号

機
は
設
置
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
複
数
の
出
入
口
の

案
内
を
表
示
す
る
等
、
改

善
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
市
役
所
西
側
の
Ｊ
Ｒ

踏
切
の
隣
接
道
路
が
変
則

に
な
っ
て
い
る
が
、
道
路

に
並
行
し
て
い
る
水
路
に

蓋
掛
け
す
べ
き
で
は
。

答
　
新
庁
舎
建
設
時
に
踏

切
改
良
と
併
せ
検
討
し
た

が
、
整
備
費
用
な
ど
の
諸

問
題
か
ら
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
、
周
辺
地
域
や
地
元

関
係
者
の
理
解
や
協
力
を

得
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

旧
市
役
所
跡
地
や

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
の

土
地
利
用

問
　
旧
市
役
所
跡
地
に
建

設
予
定
の
二
日
市
コ
ミ
セ

ン
を
、
民
活
で
ホ
テ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
と
一
体

化
し
た
整
備
を
し
て
は
。

答
　
早
急
な
建
設
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
敷

地
面
積
等
に
鑑
み
、
民
活

に
よ
る
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ

ョ
ン
等
と
の
一
体
化
は
考

え
て
い
な
い
。

問
　
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
は
福

岡
大
名
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

の
よ
う
に
民
間
事
業
者
に

よ
る
開
発
で
推
進
し
て
は
。

答
　
今
後
土
地
利
用
や
活

用
方
法
に
つ
い
て
基
本
的

な
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

実
証
運
行
で
見
え
た

　
　
　
　
　
　課
題
は

　  

利
用
促
進
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　必
要
が
あ
る

ＡＩデマンドバス・のるーと
八尋 一男
（つくし野）

古賀 新悟
（－）

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

赤
司
泰

佐
々
木

古
　
賀

田
　
中

坂
　
口

山
　
本

宮
　
﨑

春
　
口

吉
　
村

段
　
下

白
　
石

西
　
村

辻
　
本

上
　
村

赤
司
祥

楢
　
木

前
　
田

　
城

八
　
尋

原
　
口

髙
　
原

横
　
尾

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可
決

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和７年第２回３月定例会で賛否が分かれた案件

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第24号
令和７年度筑紫野市一般会計予算に
ついて

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

３月定例会 審議結果（2月25日～3月26日）
条　　例・・・・・・・

発　　議・・・・・・・・・

・・・・・・・

１１件
３件

予　　算・・・・・・・

補正予算・・・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

１２件
１２件

そ の 他・・・・・・・・・１件・再審法改正の促進を求める意見書
・筑紫野市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
・田中允議員に対する議員辞職勧告決議

・人権擁護委員　　藤田　誠　氏、八尋俊文　氏

・農業委員会委員　萩尾博道　氏、中山榮二　氏、八尋美智子　氏
　　　　　　　　　平山初枝　氏、八尋雄二　氏、松田　　晃　氏
　　　　　　　　　神崎光成　氏、主税保德　氏、楢木眞貴子　氏
　　　　　　　　　田川秀雄　氏、田中保憲　氏、天本　京子　氏

・福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
　数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更

人事案件 １４件（同意）

旧ジャスコ跡地

問問 問 答

答答

答

問

問問

問

答 答 答

答 

問問

問

問

答

答

答答

答 

問問

問問

問

答

答答

答答

答 
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議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

今回の表紙題字は、筑紫野南中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

N
o.208

2
0
2
5
年
５
月
１
日

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

3月

9月
6月12月

今回の定例会

2025
No.208

10万市民に議会を

5 /1

福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第209号は令和７年８月１日発行予定です。
目次

筑紫野南中学校美術部２年の生徒さん

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

　この題字は「春夏秋冬」をイメージ
して書いたものです。
　“ちくしの”は大人っぽいイメージ
だったのでリボンを付け加えて、少し
可愛い感じも出してみました。

～表紙題字の作者紹介～
私たちがデザインしました!!

本会議

本会議

本会議

予算審査
常任委員会 

常任委員会 常任委員会 

※変更する場合があります。

令和７年６月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
・６月定例会の請願及び陳情の受付は５月29日（木曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
26/1 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15
常任委員会 本会議 本会議
16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

意見書を可決しました

田中允議員の辞職勧告を決議

再審法改正の促進を求める意見書

決議案を読み上げる原口政信議員

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

ようこそ筑紫野市議会へ!

愛知県刈谷市議会　会派「市民クラブ」
・健康づくりに向けた取組について

1月20日

　罪を犯していない人が、誤った捜査・裁判によって自由を奪われる冤罪は、ひとりの人間の暮らしと人生、生命さ
え奪うものであり、絶対にあってはならない。冤罪被害者は速やかに救済されなければならない。
　しかし、現状では捜査機関の手元にある証拠を開示させる仕組みについて、現行法に明文化された規定がなく、再
審請求手続きにおいて証拠開示がなされる制度的保障はない。また、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不
服申立てを行い取り消される事例が相次いでおり、冤罪被害者の速やかな救済が妨げられている。袴田事件は平成26
年３月に再審開始が決定されたが、検察官が不服申立てをしたために、この決定が確定したのは令和５年３月であり、
約９年も経過した。
　法制審議会ではこれまで継続して議論がされており、刑事訴訟法等の一部改正法では、冤罪防止につながる取り調
べの可視化などが規定された。再審の規定（再審法）については、必要に応じ、速やかに、再審請求審における証拠
の開示、起訴状等における被害者の氏名の秘匿に係る措置、証人等の刑事手続外における保護に係る措置等について
検討を行うものとする。」とされている。昨年３月には超党派の国会議員による「えん罪被害者のための再審法改正
を早期に実現する議員連盟」が結成され、国において再審法改正についての議論が進められている。冤罪被害者の一
刻も早い救済のためには速やかな刑事訴訟法の改正が必要である。
　よって、筑紫野市議会は、国会及び政府に対して、冤罪被害者を早期に救済するために、再審法改正の促進を強く
要望する。

　田中允議員が複数の同僚議員にパワーハラスメントや
セクシャルハラスメントをしたとして、ハラスメント防
止条例に基づき、昨年11月に議長から注意を受けました。
その後の田中允議員の報道各社に対する発言は、注意内
容を否定しただけでなく、市議会の品位と名誉を著しく
傷つけたとして、３月26日の定例会最終日に、田中允議
員に対する議員辞職勧告決議案が議員発議で提出され、
田中議員を除く議員全員による賛成で可決されました。
　今後、市議会は市民に対する信頼回復に向けて、議員
研修などにより議員の意識改革に努めてまいります。


